


ガバナー就任挨拶

ガバナー

（小樽南RC）
松浦 光紀

国際ロータリー２５１０地区２０２３－２４年度
ガバナーを務めさせて頂きます、小樽南ロータリー
クラブ　松浦光紀です。年度のスタートに当たり私
の所感を述べさせて頂きます。
私は、クラブの皆様に、「ロータリーを楽しもう」と
声掛けたいと思います。
現在、多くのクラブが会員数の減少傾向や高齢化
の進行という課題を抱えています。様々な奉仕活動
を行って来ましたが、中々会員増強に結び付かず、成
果が上がらないことがあったと思います。然し、その
中で、しっかりと成果を出しているクラブもありま
す。特に新型コロナウイルスの発生により、多くのク
ラブは、その影響を受けたと思います。然しながら、
５月９日から、新型コロナウイルスが５類感染症と
位置づけられ、個人の選択が尊重され、自主的な取り
組みが出来ることになりました。新しい年度を迎え、
気持ちを新たに、ロータリーを楽しむよう頑張って
頂きたい。ロータリーは１９０５年の設立以来、多く
の課題にぶつかりましたが、そのたびに新しいチャ
レンジで立ち向かい、現在に至っています。私達の社
会は常に変化をしています。私達も立ち止まること
なく、周りの変化に対応して行くことが求められて
います。
【 DEI（DIVERSITY、EQUITY、INCLUSION）につ
いて 】
～　多様性　公平さ　インクルージョン　～

• 地区活動やクラブ活動の中で、DEI が図られてい
ますか？
• クラブの多様性には、色々な考え方を持った方が
クラブで活躍されていますか？
• 又会員の活動について公平な配慮がされています
か？
包括的にみて調和がとれた対応がなされている

か、クラブ全体に気を配り、DEI に沿った行動をお願
い致します。
規定審議会の改訂により、１８才以上の若いメン
バーによるローターアクトクラブが私達の仲間とし
て、参加を頂くことになりました。私達は、ローター
アクトクラブに対する理解を深めて行く必要があり
ます。
今までとは異なり、ローターアクターにロータ
リークラブの組織や活動内容に関し、理解して頂く
必要があります。又ローターアクトの活動について、
私達は理解し、奉仕の機会を共有して行くことが、地
域の活性化や国際奉仕活動への積極的な関わりを深
めることになると思います。その上で今年度は、地区
青少年奉仕活動の関わりは未来に続く大事な年度に
なると考えています。次世代のロータリー活動を支
える力として、ローターアクトクラブの新設に皆様
のご尽力をお願い致します。
ゴードン R. マッキナリー RI 会長の年度のテーマ
は、「世界に希望を生み出そう」と発表されました。
マッキナリー会長のテーマを受け、第２５１０地
区のテーマを「地域に希望を育てよう」としました。
地域社会を取り巻く環境は日々変化していると思
います。変化に対応し、私達に何が出来るか、お役に
立てるかを考えて頂き、地域社会の発展の芽を見つ
けそれを育てて行く活動を目指して頂きたいと思い
ます。　又、女性会員の入会をお願い致します。世界
の女性会員は全体の３３％に達しています。当地区
では７％台です。１０％を目指し多様な人材を育て
バランスの良いクラブ活動を目指して行きましょ
う。
当地区の更なる発展を目指し、頑張りたいと考え
ております。ご支援賜りますよう宜しくお願いいた
します。

国際ロータリー２５１０地区

国際ロータリー第２５１０地区
２０２３ー２０２４年度地区目標

「地域に希望を育てよう」
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１．クラブの戦略計画を打ちたて、会員増強を実現しよう

２．ポリオデーに参加しよう

３．地域に根ざした青年奉仕を充実させよう

４．オンリーワンチャレンジをみつけよう
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２０２３ー２４年度ガバナーノミニーを拝命いた
しました函館亀田 RC の玉井清治でございます。職
業分類は旅行業で入会は２０００年８月、今年でま
もなく２３年になります。地区では職業奉仕委員長
を通算５年で、昨年度は第１０グループ担当ガバ
ナー補佐を務めさせていただきました。

ガバナーノミニーという分不相応な役職に、時折
胸の鼓動が高まり、身の震えを感じる時がございま
す。しかし、お引き受けし、クラブの了承をいただい
た現在の心境は「自分の出来ることはすべて出し尽
くす」つもりで２年後のガバナー就任に向け一生懸
命頑張ろうと意気込んでいます。

国際ロータリーは長年にわたり変化し、そして進
化してきました。時には崩壊の危機に直面したり地
域社会や国際社会に大きく貢献し拍手喝采を浴びた
こともあったでしょう。まずはこのことを理解し分
析して、現在にどのように対応すべきかを考える必
要があります。また、国際ロータリーの大きな枠の中
では国家が違えば歴史、文化、思想も違っています。
私たちが活動しているこの日本、北海道のクラブに
どのように照準を合わせなければならないのかも考
えなければなりません。

私が今いちばんクラブに大切なことだと思ってい
る奉仕活動を今以上に活性化させること、基本理念
を理解すること、意欲を引き起こすこと、次世代を担
う青少年を育成することは結果的に会員増強に繋が
ることだと信じています。国際ロータリー創設の目
的「情報の媒介」「理念の提唱」「拡大」を念頭にガバ
ナー就任時に自分に何が出来るのかをガバナーノミ
ニーとして、じっくり考えてみようと思います。

まずはクラブの皆様が何を思い、地区に何を望ん
でいるのか？また、地区委員会がクラブのためにど
のような効果的なプログラムを備えているのかをリ

サーチします。松浦ガバナーにお願いして１ヶ月に
一度、クラブの会長、会長エレクト、会長ノミニーを
中心に自由参加でディスカッション出来る ZOOM
の場「ガバナーノミニーの広場」を開設することとい
たしました。「ちょと顔出してみるか！」の気軽な感
覚で参加してみてください。そしてロータリーに対
する疑問点や要望等何でもみんなで考えてみましょ
う。　２年後のガバナー就任時は公式訪問や地区大
会等、職務を果たすことで精一杯だと思います。その
前に皆様と充分に語り合い、先輩ガバナーに相談し
ご指導いただき、時代に適合した地区運営を目指し、
今のうちに勉強してまいりたいと思っております。

ロータリーに在籍して２３年間、各年度素晴らし
いガバナーの姿を遠望してきました。尊敬するパス
トガバナーや地区内クラブの皆様の期待に添えるよ
う、ふんどしを固く締めて、貴重なノミニー年度の職
責を果たしてまいりたいと思っております。皆様の
ご指導、ご協力のほど、何卒お願い申し上げます。

ガバナーノミニー就任挨拶

ガバナーノミニー

（函館亀田 RC）
玉井 清治

▪職業分類
旅行業

▪ロータリー歴
２００８年８月　函館亀田ロータリークラブ入会
２００５ー０６年　クラブ幹事
２０１０ー１１年　クラブ会長
２０１６ー１８年　地区職業奉仕・基本理念委員長
２０１８ー１９年　地区職業奉仕委員長
２０２０ー２２年　地区職業奉仕委員長
２０２２ー２３年　地区ガバナー補佐（第１０グループ担当）

▪その他
ロータリー財団　メジャードナー
米山功労者　メジャードナー

国際ロータリー２５１０地区

最初に、優しさ溢れる松浦光紀ガバナーの下、国際
ロータリー第２５１０地区のガバナーエレクトとし
て多様性に富んだ素晴らしい会員で構成されている
地区で活動できます事を大変嬉しく思います。ゴー
ドン R. マッキナリーＲＩ会長は「世界に希望を生み
出そう」を今年度のテーマに掲げています。

そして、松浦光紀ガバナー年度のスローガンは「地
域に希望を育てよう」です。これらにも通じますよう
に、ロータリーは人びとに奉仕し、高潔さを奨励し、
世界理解、親善、平和を推進すること使命としていま
す。

私たちの地区は、会員皆様、パストガバナーはじめ
地区役員・関係者の御尽力のおかげで、数々の

「TAKE ACTION」で多くの成功を収めてきました。
そして更に大きな夢に向かって未来を形成していく
ミッションがあると感じています。より多くの若い
世代をはじめとする幅広い層の人々にロータリーの
理念を伝え、地域社会や世界中の人々に奉仕するた
めに、より多くの未来を備えた「ACTION」を実践し
ていくことが更なる使命だと感じております。

松浦年度の第１の地区の目標は、「クラブの戦略計
画を打ちたて、会員増強を実現しよう」です。この目
標への行動、達成により、公共イメージ向上にも力を
入れ、ロータリーの理念に共感する多くの人々を増
やし、協力し、地域社会や世界中の人々に奉仕するこ
とで、より良い社会を築くことを実現されるでしょ
う。各クラブの御支援により、地域社会のニーズに合
わせたプロジェクトを実施し、平和の推進、水と衛
生、母子の健康、疾病予防と治療、教育、経済と貧困、
環境などの問題に取り組むことを目指しています。
また、若い世代や地域社会のリーダーの育成にも力
を入れ、地域社会の持続可能な地域社会の発展に貢
献していくことでしょう。ロータリーの基本理念に

基づいた奉仕活動を通じて、地域社会や世界中の
人々に希望を与えることができます。それにより、こ
の理念に共感する多くの人々と協力し、地域社会や
世界中の人々に奉仕することで、より良い社会を築
くことができます。活動を通じて、地域社会や世界中
の人々に希望を与えることを実現し、実感していか
れることでしょう。

私たちはロータリーの理念に基づいた奉仕活動を
通じて、地域社会や世界中の人々に貢献することを
目指します。地域でそして世界で、多様な文化や言語
を持つ素晴らしい人々と協力し、松浦ガバナー年度
の個性である「優しさ」で、地域社会や世界中の人々
に奉仕を実践し、より良い社会を築くことをワクワ
クしながら思い描いているところです。

引き続き松浦光紀ガバナー年度の成功の為に、会
員皆様のお力添えとご協力をお願い申し上げます。

ガバナーエレクト就任挨拶

ガバナーエレクト

（札幌北 RC）
出村 知佳子

▪職業分類
空気調節配管工事

▪ロータリー歴
２００２年１月　　札幌北ロータリー入会
２００７－１０年　地区世界社会奉仕委員長
２０１４－１６年　地区危機管理委員長
２０１４－１６年　地区青少年奉仕委員長
２０１６－１７年　クラブ会長
２０１７－２０年　地区財団奨学金・学友委員長

▪その他
ロータリー財団　メジャードナー（レベル４）
米山功労者　メジャードナー

国際ロータリー２５１０地区
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２０２３ー２４年度ガバナーノミニーを拝命いた
しました函館亀田 RC の玉井清治でございます。職
業分類は旅行業で入会は２０００年８月、今年でま
もなく２３年になります。地区では職業奉仕委員長
を通算５年で、昨年度は第１０グループ担当ガバ
ナー補佐を務めさせていただきました。

ガバナーノミニーという分不相応な役職に、時折
胸の鼓動が高まり、身の震えを感じる時がございま
す。しかし、お引き受けし、クラブの了承をいただい
た現在の心境は「自分の出来ることはすべて出し尽
くす」つもりで２年後のガバナー就任に向け一生懸
命頑張ろうと意気込んでいます。

国際ロータリーは長年にわたり変化し、そして進
化してきました。時には崩壊の危機に直面したり地
域社会や国際社会に大きく貢献し拍手喝采を浴びた
こともあったでしょう。まずはこのことを理解し分
析して、現在にどのように対応すべきかを考える必
要があります。また、国際ロータリーの大きな枠の中
では国家が違えば歴史、文化、思想も違っています。
私たちが活動しているこの日本、北海道のクラブに
どのように照準を合わせなければならないのかも考
えなければなりません。

私が今いちばんクラブに大切なことだと思ってい
る奉仕活動を今以上に活性化させること、基本理念
を理解すること、意欲を引き起こすこと、次世代を担
う青少年を育成することは結果的に会員増強に繋が
ることだと信じています。国際ロータリー創設の目
的「情報の媒介」「理念の提唱」「拡大」を念頭にガバ
ナー就任時に自分に何が出来るのかをガバナーノミ
ニーとして、じっくり考えてみようと思います。

まずはクラブの皆様が何を思い、地区に何を望ん
でいるのか？また、地区委員会がクラブのためにど
のような効果的なプログラムを備えているのかをリ

サーチします。松浦ガバナーにお願いして１ヶ月に
一度、クラブの会長、会長エレクト、会長ノミニーを
中心に自由参加でディスカッション出来る ZOOM
の場「ガバナーノミニーの広場」を開設することとい
たしました。「ちょと顔出してみるか！」の気軽な感
覚で参加してみてください。そしてロータリーに対
する疑問点や要望等何でもみんなで考えてみましょ
う。　２年後のガバナー就任時は公式訪問や地区大
会等、職務を果たすことで精一杯だと思います。その
前に皆様と充分に語り合い、先輩ガバナーに相談し
ご指導いただき、時代に適合した地区運営を目指し、
今のうちに勉強してまいりたいと思っております。

ロータリーに在籍して２３年間、各年度素晴らし
いガバナーの姿を遠望してきました。尊敬するパス
トガバナーや地区内クラブの皆様の期待に添えるよ
う、ふんどしを固く締めて、貴重なノミニー年度の職
責を果たしてまいりたいと思っております。皆様の
ご指導、ご協力のほど、何卒お願い申し上げます。

ガバナーノミニー就任挨拶

ガバナーノミニー

（函館亀田 RC）
玉井 清治

▪職業分類
旅行業

▪ロータリー歴
２００８年８月　函館亀田ロータリークラブ入会
２００５ー０６年　クラブ幹事
２０１０ー１１年　クラブ会長
２０１６ー１８年　地区職業奉仕・基本理念委員長
２０１８ー１９年　地区職業奉仕委員長
２０２０ー２２年　地区職業奉仕委員長
２０２２ー２３年　地区ガバナー補佐（第１０グループ担当）

▪その他
ロータリー財団　メジャードナー
米山功労者　メジャードナー

国際ロータリー２５１０地区

最初に、優しさ溢れる松浦光紀ガバナーの下、国際
ロータリー第２５１０地区のガバナーエレクトとし
て多様性に富んだ素晴らしい会員で構成されている
地区で活動できます事を大変嬉しく思います。ゴー
ドン R. マッキナリーＲＩ会長は「世界に希望を生み
出そう」を今年度のテーマに掲げています。

そして、松浦光紀ガバナー年度のスローガンは「地
域に希望を育てよう」です。これらにも通じますよう
に、ロータリーは人びとに奉仕し、高潔さを奨励し、
世界理解、親善、平和を推進すること使命としていま
す。

私たちの地区は、会員皆様、パストガバナーはじめ
地区役員・関係者の御尽力のおかげで、数々の

「TAKE ACTION」で多くの成功を収めてきました。
そして更に大きな夢に向かって未来を形成していく
ミッションがあると感じています。より多くの若い
世代をはじめとする幅広い層の人々にロータリーの
理念を伝え、地域社会や世界中の人々に奉仕するた
めに、より多くの未来を備えた「ACTION」を実践し
ていくことが更なる使命だと感じております。

松浦年度の第１の地区の目標は、「クラブの戦略計
画を打ちたて、会員増強を実現しよう」です。この目
標への行動、達成により、公共イメージ向上にも力を
入れ、ロータリーの理念に共感する多くの人々を増
やし、協力し、地域社会や世界中の人々に奉仕するこ
とで、より良い社会を築くことを実現されるでしょ
う。各クラブの御支援により、地域社会のニーズに合
わせたプロジェクトを実施し、平和の推進、水と衛
生、母子の健康、疾病予防と治療、教育、経済と貧困、
環境などの問題に取り組むことを目指しています。
また、若い世代や地域社会のリーダーの育成にも力
を入れ、地域社会の持続可能な地域社会の発展に貢
献していくことでしょう。ロータリーの基本理念に

基づいた奉仕活動を通じて、地域社会や世界中の
人々に希望を与えることができます。それにより、こ
の理念に共感する多くの人々と協力し、地域社会や
世界中の人々に奉仕することで、より良い社会を築
くことができます。活動を通じて、地域社会や世界中
の人々に希望を与えることを実現し、実感していか
れることでしょう。

私たちはロータリーの理念に基づいた奉仕活動を
通じて、地域社会や世界中の人々に貢献することを
目指します。地域でそして世界で、多様な文化や言語
を持つ素晴らしい人々と協力し、松浦ガバナー年度
の個性である「優しさ」で、地域社会や世界中の人々
に奉仕を実践し、より良い社会を築くことをワクワ
クしながら思い描いているところです。

引き続き松浦光紀ガバナー年度の成功の為に、会
員皆様のお力添えとご協力をお願い申し上げます。

ガバナーエレクト就任挨拶

ガバナーエレクト

（札幌北 RC）
出村 知佳子

▪職業分類
空気調節配管工事

▪ロータリー歴
２００２年１月　　札幌北ロータリー入会
２００７－１０年　地区世界社会奉仕委員長
２０１４－１６年　地区危機管理委員長
２０１４－１６年　地区青少年奉仕委員長
２０１６－１７年　クラブ会長
２０１７－２０年　地区財団奨学金・学友委員長

▪その他
ロータリー財団　メジャードナー（レベル４）
米山功労者　メジャードナー
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して間違いではないのですが、私としては「ヒューマニティ
に奉仕するロータリー」と無理に和訳することなくそのまま
にしていただきたかったと思います。

いずれにしても国際ロータリーの会長テーマが発表され
るようになった１９５３年以来、少なくとも２人の会長が

「慈愛＝Love」とか「ヒューマニティ＝Humanity」と、いずれ
も人間の心のあり方そのものの大切さを訴えたことになり
ます。こんなことは近年のロータリーでは恐らく初めてのこ
と。恐らくロータリーの新しい動きの芽生えではないでしょ
うか。

１．感謝のこころ
「内向きの奉仕」（耳慣れない言葉ですが）の第一歩はロー

タリアン自身が、感謝すべきことにどれだけ「ありがとう」の
言葉をはっきりいっているか、ということから始まります。

筆者の身近に、札幌の地下鉄の乗り降りに不便をされる車
いすの身障者の方がおられます。そういう人達には予め連絡
を受けた駅員がドアとホームをつなぐ大きな板をもって
待っていて、乗り降りに支障がないようにお手伝いをしてく
れるのです。ところがそのとき車いすの人達から「ありがと
う」という言葉を聞いたことがまずありません。

　同じような感謝の言葉の欠如の例は他にもいろいろあ
ります。最近、自動車業界世界トップの「トヨタ」の豊田章男
社長が退任にあたって、同氏の率直な心情が全国紙に大きく
紹介されていました（朝日新聞、2023・3・31）。「日本を愛
し経営してきましたが、ときに心が折れてしまいそうになり
ます。なぜなら、ここ日本では、私たちに対して『ありがとう』
の言葉が聞こえてくることはほとんどありません。ところが
海外では自動車産業がその地域の成長に貢献していること
に、ものすごく感謝されます。これからも頼みますといわれ
れば、本当に嬉しくなります。しかし日本ではこうした思い
をしたことはありません」。いずれもなぜ、日本では感謝の言
葉が少ないのでしょうか？

恐らく多くの日本人は押しなべて「ありがとう」の言葉を
はっきり言う習慣とか習性がないからではないのでしょう
か。ロータリアン自身はどうなのか？　感謝の「ありがとう」
の言葉をどれだけ言っているか、つい忘れていることはない
のか、心配になるのです。

考えてみました。私達は生まれてきたこと自体が全くの超

ロータリーは１００年以上の歴史をもち、世界に凡そ１２
０万人の会員を擁する巨大な組織。ですからその運営とか方
向づけなどは大変難しいものがあると思います。

上の「定義」に書かれているように、ロータリーの狙いはい
くつかありますが、その中心的な狙いは他人に対する人道的
な奉仕（「奉仕」の言葉は英語で service、ロータリーの慣用
語）で、これがロータリーの基本理念でもあります。

ただ、時代は大きく変わってきました。ロータリーは「いま
のままでいいのか？」と少し気にもなってくるのです。

そこで私が申し上げたいことは、ロータリーの奉仕は他人
に対する「外向きの奉仕」だけでなく、ロータリアン自身、あ
るいはその身辺に対する「内向きの
奉仕」もあってもいいのでないか。
このことは「人間性豊かな人づくり
に役立つことになる」ということで
す。

一体、どういうことを言わんとす
るのか、その真意に関して２、３の

話題からご説明致します。

ロータリーの本質は〝慈愛〟
慈愛とは？ある年輩のロー

タリアンが私に「今まで一番
感動した会長テーマはいまか
ら２０年前（２００２～２０
０３年＝筆者のガバナー年
度）の国際ロータリー会長ビ
チャイ・ラタクルさんのいわ
れた『慈愛の種を播こう Sow 
the seeds of love』で あ っ
た」といわれるのです。

ラタクルさんはタイ国の副総理も務めたことのある人格
者。「慈愛の種を播こう」というような「愛」を単独のテーマと
して提示した国際ロータリー初の会長で、私達ロータリアン
に新鮮、かつ強力なインパクトを与えて下さいました。
「慈愛」とか「愛」とは簡単にいえばすべての人に対する思

いやりの心、とくに苦しみ悩みをもつ人に対する「やさしい
いたわりの心」のことです。

尊敬する別の先輩ロータリアンは「『いたわりの心』『やさ
しい心』こそがロータリーの真髄ではないか」と述懐してお
られたことを思い出します。私は全く同感です。「慈愛」とい
うのはロータリーの本質を示す言葉、あるいは原点といって
もよいのでないでしょうか。

話は変わりますが、私は札幌北
ロータリークラブの例会で、「健
康」「お金」「愛」の３つのうち、ど
れか１つだけしか取ることが出
来ない極限の状況を考えたとき、

「あなたはどれを取りますか？」
という非常に難しい質問に対す
る回答をみなさんで考えていただいたことがありました。応
答の詳細は省略せざるを得ませんが、こうしたことは架空の
話ではなく実際に起こり得ることなのです。
「健康」も「お金」も絶対になくてはならない文句なく大事

なものです。しかしいろんなステージのがんを病むような人
達からの回答には考えさせられました。そういう人達の多く
の回答はもはや健康ではありませんし、またお金でもありま
せん。ただ１つ、やさしい「愛」の心だったのでした。

愛のこころなんて私達は普段あまり気にしていません。忘
れているといってもいいでしょう。人間が追い詰められて初
めて気付くことかも知れません。つまり愛の心が実は人間に
とってもっとも本質的なもの、もっとも大事なものであるこ
とを教わるのです。

２０１６～２０１７年のＲＩ会長はジョン・ジャームという
アメリカの方。会長テーマは「人類に奉仕するロータリー」
Rotary Serving Humanity。

Humanity の日本語訳は「人類」となっています。辞書によ
ればヒューマニティは人間性、人間愛、慈愛・慈悲の心とか
人類などいろいろ広い意味合いのものですので「人類」と訳

慈愛の種をロータリーの
｢内向きの奉仕」にも播こう！

ー自ら修養を積み家庭を大切に
国際ロータリー２５１０地区
パストガバナー 小林 博

ロータリーの定義
ロータリーは、人道的な奉仕を行い、あらゆる職業におい

て高度の道徳的水準を守ることを奨励し、かつ世界における
親睦と平和の確立に寄与することを目指した、事業及び専門
職務に携わる指導者が世界的に結び合った団体である。

ビチャイ・ラタクル会長
（ロータリーの友HPから）

（札幌北 RC）

私の後の当地区のガバナーを務めて頂く松浦光紀
さんは、心優しく、多方面での才能に秀でていらっ
しゃる方です。スポーツも音楽もこよなく愛し、多く
の皆様との交流を楽しまれる社交家でもあります。

４０代で２７８０地区の三浦ＲＣに入会され、そ
の後会社を退職されたのを機に小樽に移って来られ
２００６年に小樽南 RC に入会されました。その後
クラブで色々な奉仕活動に携わり、地区の委員も
様々務められた経歴を持ち、ＲＬＩのディスカッ
ションリーダーも務めているという活動家です。

ダンディーな出で立ちはご本人のセンスの良さを
伺わせるものですが、体型も含め私には絶対に真似
の出来ないことです。

松浦ガバナー年度の国際ロータリーのテーマが
「世界に希望を生み出そう」ということで、世界的に
は平和への切望になると思いますが、地区を見ます
とやはり若い世代が将来に夢を持てるような社会の
形成が求められるのだと思います。

松浦ガバナーはインターアクトやＲＹＬＡにも興
味があり、新入会員セミナーにおいても、じっくりと
参加者の動向を見ておられ、温かなムードを醸し出
していました。地区のテーマを「地域社会に希望を育
てよう！」とした優しさが表れています。

また、今年の２月に倶知安ＲＣがホストとなって、
国際ロータリー・スキー同好会のスキーウィーが倶
知安町を中心に開催され、海外からロータリーアン
とその家族２６名が来られた際に、松浦ガバナーが
小樽での観光やフェアウェルパーティーに参加され
交流を深めている姿は、とても温厚でかつ社交的で
地区のおもてなしの一役を十分に果たして頂きまし
た。

ロータリーという組織において、会員の一人一人
がその活動を楽しみかつ人生の糧を広げることがで

きるのも、まずは親睦でありそれを具現化している
のが松浦ガバナーであります。地区のリーダーとし
ては、何事にもとてもソフトなアプローチで関わっ
ている方々の意見を十分に組み上げて、総意を重ん
ずるタイプだとお見受けしております。

親睦と奉仕というロータリーの命題をバランス良
く会員の皆様に説いて回られるのだと思いますが、
一つだけ気になることがあります。というのも、食の
細さです。

自分と比べてはいけないと思いつつも、独り身の
生活でガバナーの多忙な時間を乗り切る体力を備え
て頂くことを切に望んでいます。そして来年、この記
事を楽しんで書いているのが松浦ガバナーです。ガ
バナーとして目標は、沢山は要らないと思いますが、
大きなものを抱いてガバナー・ライフを十分に堪能
して頂けることをお祈りして、船出のお祝いの言葉
とします。

松浦ガバナーの船出をお祝いして

直前ガバナー

（札幌西 RC）
石丸 修太郎
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して間違いではないのですが、私としては「ヒューマニティ
に奉仕するロータリー」と無理に和訳することなくそのまま
にしていただきたかったと思います。

いずれにしても国際ロータリーの会長テーマが発表され
るようになった１９５３年以来、少なくとも２人の会長が

「慈愛＝Love」とか「ヒューマニティ＝Humanity」と、いずれ
も人間の心のあり方そのものの大切さを訴えたことになり
ます。こんなことは近年のロータリーでは恐らく初めてのこ
と。恐らくロータリーの新しい動きの芽生えではないでしょ
うか。

１．感謝のこころ
「内向きの奉仕」（耳慣れない言葉ですが）の第一歩はロー

タリアン自身が、感謝すべきことにどれだけ「ありがとう」の
言葉をはっきりいっているか、ということから始まります。

筆者の身近に、札幌の地下鉄の乗り降りに不便をされる車
いすの身障者の方がおられます。そういう人達には予め連絡
を受けた駅員がドアとホームをつなぐ大きな板をもって
待っていて、乗り降りに支障がないようにお手伝いをしてく
れるのです。ところがそのとき車いすの人達から「ありがと
う」という言葉を聞いたことがまずありません。

　同じような感謝の言葉の欠如の例は他にもいろいろあ
ります。最近、自動車業界世界トップの「トヨタ」の豊田章男
社長が退任にあたって、同氏の率直な心情が全国紙に大きく
紹介されていました（朝日新聞、2023・3・31）。「日本を愛
し経営してきましたが、ときに心が折れてしまいそうになり
ます。なぜなら、ここ日本では、私たちに対して『ありがとう』
の言葉が聞こえてくることはほとんどありません。ところが
海外では自動車産業がその地域の成長に貢献していること
に、ものすごく感謝されます。これからも頼みますといわれ
れば、本当に嬉しくなります。しかし日本ではこうした思い
をしたことはありません」。いずれもなぜ、日本では感謝の言
葉が少ないのでしょうか？

恐らく多くの日本人は押しなべて「ありがとう」の言葉を
はっきり言う習慣とか習性がないからではないのでしょう
か。ロータリアン自身はどうなのか？　感謝の「ありがとう」
の言葉をどれだけ言っているか、つい忘れていることはない
のか、心配になるのです。

考えてみました。私達は生まれてきたこと自体が全くの超

ロータリーは１００年以上の歴史をもち、世界に凡そ１２
０万人の会員を擁する巨大な組織。ですからその運営とか方
向づけなどは大変難しいものがあると思います。

上の「定義」に書かれているように、ロータリーの狙いはい
くつかありますが、その中心的な狙いは他人に対する人道的
な奉仕（「奉仕」の言葉は英語で service、ロータリーの慣用
語）で、これがロータリーの基本理念でもあります。

ただ、時代は大きく変わってきました。ロータリーは「いま
のままでいいのか？」と少し気にもなってくるのです。

そこで私が申し上げたいことは、ロータリーの奉仕は他人
に対する「外向きの奉仕」だけでなく、ロータリアン自身、あ
るいはその身辺に対する「内向きの
奉仕」もあってもいいのでないか。
このことは「人間性豊かな人づくり
に役立つことになる」ということで
す。

一体、どういうことを言わんとす
るのか、その真意に関して２、３の

話題からご説明致します。

ロータリーの本質は〝慈愛〟
慈愛とは？ある年輩のロー

タリアンが私に「今まで一番
感動した会長テーマはいまか
ら２０年前（２００２～２０
０３年＝筆者のガバナー年
度）の国際ロータリー会長ビ
チャイ・ラタクルさんのいわ
れた『慈愛の種を播こう Sow 
the seeds of love』で あ っ
た」といわれるのです。

ラタクルさんはタイ国の副総理も務めたことのある人格
者。「慈愛の種を播こう」というような「愛」を単独のテーマと
して提示した国際ロータリー初の会長で、私達ロータリアン
に新鮮、かつ強力なインパクトを与えて下さいました。
「慈愛」とか「愛」とは簡単にいえばすべての人に対する思

いやりの心、とくに苦しみ悩みをもつ人に対する「やさしい
いたわりの心」のことです。

尊敬する別の先輩ロータリアンは「『いたわりの心』『やさ
しい心』こそがロータリーの真髄ではないか」と述懐してお
られたことを思い出します。私は全く同感です。「慈愛」とい
うのはロータリーの本質を示す言葉、あるいは原点といって
もよいのでないでしょうか。

話は変わりますが、私は札幌北
ロータリークラブの例会で、「健
康」「お金」「愛」の３つのうち、ど
れか１つだけしか取ることが出
来ない極限の状況を考えたとき、

「あなたはどれを取りますか？」
という非常に難しい質問に対す
る回答をみなさんで考えていただいたことがありました。応
答の詳細は省略せざるを得ませんが、こうしたことは架空の
話ではなく実際に起こり得ることなのです。
「健康」も「お金」も絶対になくてはならない文句なく大事

なものです。しかしいろんなステージのがんを病むような人
達からの回答には考えさせられました。そういう人達の多く
の回答はもはや健康ではありませんし、またお金でもありま
せん。ただ１つ、やさしい「愛」の心だったのでした。

愛のこころなんて私達は普段あまり気にしていません。忘
れているといってもいいでしょう。人間が追い詰められて初
めて気付くことかも知れません。つまり愛の心が実は人間に
とってもっとも本質的なもの、もっとも大事なものであるこ
とを教わるのです。

２０１６～２０１７年のＲＩ会長はジョン・ジャームという
アメリカの方。会長テーマは「人類に奉仕するロータリー」
Rotary Serving Humanity。

Humanity の日本語訳は「人類」となっています。辞書によ
ればヒューマニティは人間性、人間愛、慈愛・慈悲の心とか
人類などいろいろ広い意味合いのものですので「人類」と訳

慈愛の種をロータリーの
｢内向きの奉仕」にも播こう！

ー自ら修養を積み家庭を大切に
国際ロータリー２５１０地区
パストガバナー 小林 博

ロータリーの定義
ロータリーは、人道的な奉仕を行い、あらゆる職業におい

て高度の道徳的水準を守ることを奨励し、かつ世界における
親睦と平和の確立に寄与することを目指した、事業及び専門
職務に携わる指導者が世界的に結び合った団体である。

ビチャイ・ラタクル会長
（ロータリーの友HPから）

る回答をみなさんで考えていただいたことがありました。応

（札幌北 RC）

私の後の当地区のガバナーを務めて頂く松浦光紀
さんは、心優しく、多方面での才能に秀でていらっ
しゃる方です。スポーツも音楽もこよなく愛し、多く
の皆様との交流を楽しまれる社交家でもあります。

４０代で２７８０地区の三浦ＲＣに入会され、そ
の後会社を退職されたのを機に小樽に移って来られ
２００６年に小樽南 RC に入会されました。その後
クラブで色々な奉仕活動に携わり、地区の委員も
様々務められた経歴を持ち、ＲＬＩのディスカッ
ションリーダーも務めているという活動家です。

ダンディーな出で立ちはご本人のセンスの良さを
伺わせるものですが、体型も含め私には絶対に真似
の出来ないことです。

松浦ガバナー年度の国際ロータリーのテーマが
「世界に希望を生み出そう」ということで、世界的に
は平和への切望になると思いますが、地区を見ます
とやはり若い世代が将来に夢を持てるような社会の
形成が求められるのだと思います。

松浦ガバナーはインターアクトやＲＹＬＡにも興
味があり、新入会員セミナーにおいても、じっくりと
参加者の動向を見ておられ、温かなムードを醸し出
していました。地区のテーマを「地域社会に希望を育
てよう！」とした優しさが表れています。

また、今年の２月に倶知安ＲＣがホストとなって、
国際ロータリー・スキー同好会のスキーウィーが倶
知安町を中心に開催され、海外からロータリーアン
とその家族２６名が来られた際に、松浦ガバナーが
小樽での観光やフェアウェルパーティーに参加され
交流を深めている姿は、とても温厚でかつ社交的で
地区のおもてなしの一役を十分に果たして頂きまし
た。

ロータリーという組織において、会員の一人一人
がその活動を楽しみかつ人生の糧を広げることがで

きるのも、まずは親睦でありそれを具現化している
のが松浦ガバナーであります。地区のリーダーとし
ては、何事にもとてもソフトなアプローチで関わっ
ている方々の意見を十分に組み上げて、総意を重ん
ずるタイプだとお見受けしております。

親睦と奉仕というロータリーの命題をバランス良
く会員の皆様に説いて回られるのだと思いますが、
一つだけ気になることがあります。というのも、食の
細さです。

自分と比べてはいけないと思いつつも、独り身の
生活でガバナーの多忙な時間を乗り切る体力を備え
て頂くことを切に望んでいます。そして来年、この記
事を楽しんで書いているのが松浦ガバナーです。ガ
バナーとして目標は、沢山は要らないと思いますが、
大きなものを抱いてガバナー・ライフを十分に堪能
して頂けることをお祈りして、船出のお祝いの言葉
とします。

松浦ガバナーの船出をお祝いして

直前ガバナー

（札幌西 RC）
石丸 修太郎

国際ロータリー２５１０地区
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して間違いではないのです
が、私としては「ヒューマニ
ティに奉仕するロータリー」
と無理に和訳することなくそ
のままにしていただきたかっ
たと思います。

いずれにしても国際ロータ
リーの会長テーマが発表され
るようになった１９５３年以
来、少なくとも２人の会長が

「慈愛＝Love」とか「ヒューマ
ニティ＝Humanity」と、いず
れも人間の心のあり方そのも

のの大切さを訴えたことになります。こんなことは近年の
ロータリーでは恐らく初めてのこと。恐らくロータリーの新
しい動きの芽生えではないでしょうか。

１．感謝のこころ
「内向きの奉仕」（耳慣れない言葉ですが）の第一歩はロー

タリアン自身が、感謝すべきことにどれだけ「ありがとう」の
言葉をはっきりいっているか、ということから始まります。

筆者の身近に、札幌の地下鉄の乗り降りに不便をされる車
いすの身障者の方がおられます。そういう人達には予め連絡
を受けた駅員がドアとホームをつなぐ大きな板をもって
待っていて、乗り降りに支障がないようにお手伝いをしてく
れるのです。ところがそのとき車いすの人達から「ありがと
う」という言葉を聞いたことがまずありません。

同じような感謝の言葉の欠如の例は他にもいろいろあり
ます。最近、自動車業界世界トップの「トヨタ」の豊田章男社
長が退任にあたって、同氏の率直な心情が全国紙に大きく紹
介されていました（朝日新聞、２０２３・３・３１）。「日本を
愛し経営してきましたが、ときに心が折れてしまいそうにな
ります。なぜなら、ここ日本では、私たちに対して『ありがと
う』の言葉が聞こえてくることはほとんどありません。とこ
ろが海外では自動車産業がその地域の成長に貢献している
ことに、ものすごく感謝されます。これからも頼みますとい
われれば、本当に嬉しくなります。しかし日本ではこうした
思いをしたことはありません」。いずれもなぜ、日本では感謝
の言葉が少ないのでしょうか？

恐らく多くの日本人は押しなべて「ありがとう」の言葉を
はっきり言う習慣とか習性がないからではないのでしょう
か。ロータリアン自身はどうなのか？　感謝の「ありがとう」
の言葉をどれだけ言っているか、つい忘れていることはない
のか、心配になるのです。

考えてみました。私達は生まれてきたこと自体が全くの超
奇跡で、いまこの世に生を受け、親をはじめ社会のあらゆる
みなさんのお世話になって人生１００年時代のひと時を生

かしていただいています。これは特別に与えられた「天運」な
のです。この天運（あるいは天命といってもよい）に対する心
からの感謝、「ありがとう」が当然なければなりません。

日常生活においても、直接お世話になった人に対しては勿
論ですが、間接的にお世話になった人に対しても、心からの
感謝の「ありがとう」の言葉がいつも自然に出てきて当然な
ことと思います。「心のなかで思っているからいいではない
か」ではいけません。自らの感謝の気持ちが身の周りに伝わ
るように、はっきり表現できるようになったらいいと思いま
す。
「ありがとう」の言葉は、単に感謝の意味だけではありませ

ん。感謝の気持ちはひとりの人間の「愛」とか「ヒューマニ
ティ」の心から生まれるものです。ですから「ありがとう」と
いう言葉がいつも自然に出てくるような人は「慈愛」のここ
ろに満ちた人、あるいは「人間性」の豊かな人なのです。こう
いう人こそが真のロータリアンであると思うのです。

ですから「感謝」のありがとうの言葉を口によくすること
はロータリアン自身にとっての「内向きの奉仕」の第一歩と
思います。

２．家庭へのこころ
いままでのロータリーの奉仕活動の対象は主に他人に対

する「外向きのもの」でした。
ロータリーでいう奉仕は「クラブ奉仕」のほかに「職業奉

仕」「社会奉仕」「国際奉仕」「青少年奉仕」の５大奉仕がありま
すが、いずれも外向きのものでした。

ところが、「内向きの奉仕」、例えばロータリアン自身の
もっとも身近な家庭、家族に対する奉仕というものはありま
せん。なぜでしょうか？　照れくさい、あるいは遠慮してい
る？
「家庭を省みないで何のためのロータリーなのですか？」

という家内からの厳しい言葉を何度か耳にしたことがあり
ました。外向きの奉仕を考えるばかりに、身内への奉仕をつ
い疎かにしていたのかも知れません。

他人への無我の気持ちでの熱烈な奉仕は「超我の奉仕」と
もいってロータリーではもっとも理想的なものとされます。
しかし、これにはかなりの無理があって、誰しも出来ること
ではありません。

他人へのどんな奉仕よりも、まずは各自の家庭への思いや
りを考えるべきではないでしょうか。自分の家庭に十分尽く
すと同時に他人への奉仕を、と考えるのが多くの人の自然の
心情ではないかと思うのです。

つまり、「家庭への思いやり＝慈愛」こそが本来、すべての
ロータリー活動の「出発点」といってもいいのではないで
しょうか。ロータリーの奉仕はそれからであってもよいと思

うのです。
国際ロータリー第１４代会

長を務められたガイ・ガン
ディカーさんは１９１６年に
A Talking Knowledge of 
Rotary（「ロータリー通解」小
堀憲助訳）という本を出版さ
れています。このなかに「ロー
タリアン最良の活動の場は

「家」（家庭のこと）である。人
は良きロータリアンたるがた
めには、家族に恵まれている

場合にはその妻と子供達に真心を尽くさなければならない
（以下略）」といっておられます。ご両親に対する真心はいう
までもないことでありましょう。
「ロータリアンの愛の心を家庭だけでなく業界にも拡げる

のがよい」ともガイ・ガンディカーさんは言っておられます。
家庭から始まる愛のこころの大切さを、100 年以上前にすで
に指摘されていたことに対し、改めて畏敬の念を禁じ得ない
のです。

ちなみに、ガイ・ガンディカーさんは１９２３年９月１日
の関東大震災のときに、支援金２５,０００ドル（いまの日本
円で凡そ４０億円に相当か？）を送って下さった方でもあり
ます。

「内向き」と「外向き」の奉仕の一
体化

いままでのロータリーの奉仕活動は主に他人に対する「外
向きのもの」でした。今回、述べた「感謝」「家庭」はそれぞれ
ロータリアン自身、あるいはその身辺（とくに家庭）に対する
いずれも「内向きのもの」でした。
「内向きの奉仕」は従来の「外向きの奉仕」とどんな関係に

なるでしょうか？お互い全く相容れないものでしょうか？
イヤ、そうではないと思います。むしろ「内向きの奉仕」は「外
向きの奉仕」の少なくとも支え役というか、土台役になれば
いいのだと思います。

あるいは「外向き」
と「内向き」との２つ
が互いに補い合い一
体化していけばよい
のだと思います。いず
れにしてもお互いが
協力し合っていけば
結果的に極めて望ましいロータリーを創っていくことが出
来るのでないでしょうか。

ロータリーの「内向きの奉仕」なるものは「感謝」「家庭」の

２つだけではありません。今回述べることは出来ませんでし
たが、他にも、たとえば「正義とは何か」を始め、「勇気」・「礼
節」・「誠実」・「矜持」・「寛容」など大切なことがたくさんあ
ります。要は感謝の言葉を忘れることなく、自己修養（品性と
か徳性を磨き人格を高める努力）を積むこと、そして同時に
家庭を大切にしましょうということです。

一言補足。ロータリーは「奉仕と親睦」の団体とよくいわれ
ます。そのとおりのことで間違いはありません。ただ、私は
ロータリーは「奉仕と友愛」の団体といったほうがいいので
はないか、と思っています。「友愛」の言葉には「親睦」だけで
なく、「慈愛」のこころがはっきり示されているからです。

上に述べたことを努めることで、少しでもロータリーがよ
り多くの人を惹きつけ、真に魅力あるものとして益々発展し
ていくことを祈るばかりです。 

筆者ロータリー歴
１９２７年（昭和２年）、札幌生まれ。札幌北ロータリークラブ
に入会（１９７１年５月）。同クラブ会長（１９９４～１９９５年）、
ロータリーの「ＧＳＥ」プログラムのチームリーダーとして５６
９０地区（米国のカンザス・オクラホマ州）に４週間滞在（１９
９７年）。２５１０地区ガバナー（２００２～２００３年）。職業
分類は医学（がん）研究。現在、内閣府所管公益財団法人札幌が
んセミナー相談役。

ジョン・F・ジャーム会長
（ロータリーの友HPから）

ガイ・カンディカー会長
（ロータリーの友HPから）
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して間違いではないのです
が、私としては「ヒューマニ
ティに奉仕するロータリー」
と無理に和訳することなくそ
のままにしていただきたかっ
たと思います。

いずれにしても国際ロータ
リーの会長テーマが発表され
るようになった１９５３年以
来、少なくとも２人の会長が

「慈愛＝Love」とか「ヒューマ
ニティ＝Humanity」と、いず
れも人間の心のあり方そのも

のの大切さを訴えたことになります。こんなことは近年の
ロータリーでは恐らく初めてのこと。恐らくロータリーの新
しい動きの芽生えではないでしょうか。

１．感謝のこころ
「内向きの奉仕」（耳慣れない言葉ですが）の第一歩はロー

タリアン自身が、感謝すべきことにどれだけ「ありがとう」の
言葉をはっきりいっているか、ということから始まります。

筆者の身近に、札幌の地下鉄の乗り降りに不便をされる車
いすの身障者の方がおられます。そういう人達には予め連絡
を受けた駅員がドアとホームをつなぐ大きな板をもって
待っていて、乗り降りに支障がないようにお手伝いをしてく
れるのです。ところがそのとき車いすの人達から「ありがと
う」という言葉を聞いたことがまずありません。

同じような感謝の言葉の欠如の例は他にもいろいろあり
ます。最近、自動車業界世界トップの「トヨタ」の豊田章男社
長が退任にあたって、同氏の率直な心情が全国紙に大きく紹
介されていました（朝日新聞、２０２３・３・３１）。「日本を
愛し経営してきましたが、ときに心が折れてしまいそうにな
ります。なぜなら、ここ日本では、私たちに対して『ありがと
う』の言葉が聞こえてくることはほとんどありません。とこ
ろが海外では自動車産業がその地域の成長に貢献している
ことに、ものすごく感謝されます。これからも頼みますとい
われれば、本当に嬉しくなります。しかし日本ではこうした
思いをしたことはありません」。いずれもなぜ、日本では感謝
の言葉が少ないのでしょうか？

恐らく多くの日本人は押しなべて「ありがとう」の言葉を
はっきり言う習慣とか習性がないからではないのでしょう
か。ロータリアン自身はどうなのか？　感謝の「ありがとう」
の言葉をどれだけ言っているか、つい忘れていることはない
のか、心配になるのです。

考えてみました。私達は生まれてきたこと自体が全くの超
奇跡で、いまこの世に生を受け、親をはじめ社会のあらゆる
みなさんのお世話になって人生１００年時代のひと時を生

かしていただいています。これは特別に与えられた「天運」な
のです。この天運（あるいは天命といってもよい）に対する心
からの感謝、「ありがとう」が当然なければなりません。

日常生活においても、直接お世話になった人に対しては勿
論ですが、間接的にお世話になった人に対しても、心からの
感謝の「ありがとう」の言葉がいつも自然に出てきて当然な
ことと思います。「心のなかで思っているからいいではない
か」ではいけません。自らの感謝の気持ちが身の周りに伝わ
るように、はっきり表現できるようになったらいいと思いま
す。
「ありがとう」の言葉は、単に感謝の意味だけではありませ

ん。感謝の気持ちはひとりの人間の「愛」とか「ヒューマニ
ティ」の心から生まれるものです。ですから「ありがとう」と
いう言葉がいつも自然に出てくるような人は「慈愛」のここ
ろに満ちた人、あるいは「人間性」の豊かな人なのです。こう
いう人こそが真のロータリアンであると思うのです。

ですから「感謝」のありがとうの言葉を口によくすること
はロータリアン自身にとっての「内向きの奉仕」の第一歩と
思います。

２．家庭へのこころ
いままでのロータリーの奉仕活動の対象は主に他人に対

する「外向きのもの」でした。
ロータリーでいう奉仕は「クラブ奉仕」のほかに「職業奉

仕」「社会奉仕」「国際奉仕」「青少年奉仕」の５大奉仕がありま
すが、いずれも外向きのものでした。

ところが、「内向きの奉仕」、例えばロータリアン自身の
もっとも身近な家庭、家族に対する奉仕というものはありま
せん。なぜでしょうか？　照れくさい、あるいは遠慮してい
る？
「家庭を省みないで何のためのロータリーなのですか？」

という家内からの厳しい言葉を何度か耳にしたことがあり
ました。外向きの奉仕を考えるばかりに、身内への奉仕をつ
い疎かにしていたのかも知れません。

他人への無我の気持ちでの熱烈な奉仕は「超我の奉仕」と
もいってロータリーではもっとも理想的なものとされます。
しかし、これにはかなりの無理があって、誰しも出来ること
ではありません。

他人へのどんな奉仕よりも、まずは各自の家庭への思いや
りを考えるべきではないでしょうか。自分の家庭に十分尽く
すと同時に他人への奉仕を、と考えるのが多くの人の自然の
心情ではないかと思うのです。

つまり、「家庭への思いやり＝慈愛」こそが本来、すべての
ロータリー活動の「出発点」といってもいいのではないで
しょうか。ロータリーの奉仕はそれからであってもよいと思

うのです。
国際ロータリー第１４代会

長を務められたガイ・ガン
ディカーさんは１９１６年に
A Talking Knowledge of 
Rotary（「ロータリー通解」小
堀憲助訳）という本を出版さ
れています。このなかに「ロー
タリアン最良の活動の場は

「家」（家庭のこと）である。人
は良きロータリアンたるがた
めには、家族に恵まれている

場合にはその妻と子供達に真心を尽くさなければならない
（以下略）」といっておられます。ご両親に対する真心はいう
までもないことでありましょう。
「ロータリアンの愛の心を家庭だけでなく業界にも拡げる

のがよい」ともガイ・ガンディカーさんは言っておられます。
家庭から始まる愛のこころの大切さを、100 年以上前にすで
に指摘されていたことに対し、改めて畏敬の念を禁じ得ない
のです。

ちなみに、ガイ・ガンディカーさんは１９２３年９月１日
の関東大震災のときに、支援金２５,０００ドル（いまの日本
円で凡そ４０億円に相当か？）を送って下さった方でもあり
ます。

「内向き」と「外向き」の奉仕の一
体化

いままでのロータリーの奉仕活動は主に他人に対する「外
向きのもの」でした。今回、述べた「感謝」「家庭」はそれぞれ
ロータリアン自身、あるいはその身辺（とくに家庭）に対する
いずれも「内向きのもの」でした。
「内向きの奉仕」は従来の「外向きの奉仕」とどんな関係に

なるでしょうか？お互い全く相容れないものでしょうか？
イヤ、そうではないと思います。むしろ「内向きの奉仕」は「外
向きの奉仕」の少なくとも支え役というか、土台役になれば
いいのだと思います。

あるいは「外向き」
と「内向き」との２つ
が互いに補い合い一
体化していけばよい
のだと思います。いず
れにしてもお互いが
協力し合っていけば
結果的に極めて望ましいロータリーを創っていくことが出
来るのでないでしょうか。

ロータリーの「内向きの奉仕」なるものは「感謝」「家庭」の

２つだけではありません。今回述べることは出来ませんでし
たが、他にも、たとえば「正義とは何か」を始め、「勇気」・「礼
節」・「誠実」・「矜持」・「寛容」など大切なことがたくさんあ
ります。要は感謝の言葉を忘れることなく、自己修養（品性と
か徳性を磨き人格を高める努力）を積むこと、そして同時に
家庭を大切にしましょうということです。

一言補足。ロータリーは「奉仕と親睦」の団体とよくいわれ
ます。そのとおりのことで間違いはありません。ただ、私は
ロータリーは「奉仕と友愛」の団体といったほうがいいので
はないか、と思っています。「友愛」の言葉には「親睦」だけで
なく、「慈愛」のこころがはっきり示されているからです。

上に述べたことを努めることで、少しでもロータリーがよ
り多くの人を惹きつけ、真に魅力あるものとして益々発展し
ていくことを祈るばかりです。 

筆者ロータリー歴
１９２７年（昭和２年）、札幌生まれ。札幌北ロータリークラブ
に入会（１９７１年５月）。同クラブ会長（１９９４～１９９５年）、
ロータリーの「ＧＳＥ」プログラムのチームリーダーとして５６
９０地区（米国のカンザス・オクラホマ州）に４週間滞在（１９
９７年）。２５１０地区ガバナー（２００２～２００３年）。職業
分類は医学（がん）研究。現在、内閣府所管公益財団法人札幌が
んセミナー相談役。

ジョン・F・ジャーム会長
（ロータリーの友HPから）

ガイ・カンディカー会長
（ロータリーの友HPから）
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今年度、ＲＩ２５１０地区第３グループガバナー補佐を務める事になりました。皆様におか
れましても３年に及ぶパンデミック、そして誰もが信じられず、耳・目を疑ってしまうロシ
アによるウクライナ侵攻の悲惨な光景。驚きと直後に訪れたのは落胆、悲壮感でした。この
戦争が１年以上も続いており、考えるだけでとても無念で醜悪な大惨事であり今なお先の見
えない状況です。

松浦ガバナーのテーマである「地域に希望を育てて、地域の集まりである世界に希望を生
み出す事」を RI 会長もテーマとしており、併せて奉仕をする者、奉仕を受ける者、双方のメ
ンタルヘルス対策になると言っております。

地区目標である「会員増強」「エンドポリオは継続して」「青少年奉仕の充実」「オンリーワ
ンチャレンジを見つけよう」では地域の実情の把握と検証が重要になります。

重点項目となる「女性会員比率１０％達成」「ローターアクトの推進」「心の健康（メンタ
ルヘルス）づくりを目指す」では、パンデミックや戦争による心の健康について重要課題と
しなければならないと思っています。

クラブ運営では、対人が制限された３年間に入会したメンバーのためにも、ロータリー本
来の例会や事業を楽しんで出席して頂きたい気持ちでいっぱいです。

ガバナー補佐として、地区目標・各クラブの活動計画の達成など少しでもご支援できます
よう邁進いたします。併せて第３グループ各クラブの皆様方とお会いできるのを楽しみにし
ております。

この度、ＲＩ第２５１０地区 第４グループガバナー補佐(ＡＧ)を仰せつかりました札幌北
ロータリークラブの藤城英明（ふじきひであき）でございます。
「未来の子供たちに良い環境を残す仕事をする」ことを人生のテーマとして、燃費が良く経

済性に優れた高性能な木造住宅に特化して企画・設計・施工を生業としております。
ガバナー補佐はクラブと地区とを結びつける大切な役割があり、お互いが効果的に協力す

ればロータリーがさらに強くなります。
その実現のために

1.担当クラブを定期的に訪問し、会員の声を聞き、情報やアドバイス、参考資料を紹介して、
クラブを成功へと導くこと

2.ガバナーが特に目を向ける必要があるクラブや問題があれば、ガバナーに現状を報告する
こと

3.ガバナー公式訪問に向けたクラブの準備を手伝うこと
4.クラブの目標の達成状況を、クラブ訪問後、オンラインツール「ＲＣセントラル」に、ク

ラブの評価やコメントを記録し、さらに会員増強、奉仕活動、財団への寄付などの分野で
クラブが目標に向けて順調に活動しているかどうかを、定期的に「ＲＣセントラル」にて
確認することなどが求められております。
近年ではＣＯＶＩＤー１９の影響があり、十分にその役割を果たすことができない状況で

したが、２０２３年５月８日からは季節性インフルエンザと同類の５類に移行され、マスク
の着用義務や行動規制も解除されましたので、皆様とともに積極的に親睦と交流を図り、地
域に良い影響が与えられるよう楽しく行動していきたいと思っております。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

ご挨拶

就任のご挨拶とＡＧの役割ご紹介

第３グループガバナー補佐

菊池 政徳

第４グループガバナー補佐

藤城 英明

今年度、第１グループガバナー補佐を務めさせていただくことになりました。浅学菲才で
すが各クラブの会員の皆様のご協力の下、地区とクラブをつなぐ役割を果たし、クラブ運営
がスムーズになるよう１年間務めたいと思います。

松浦光紀ガバナーは今年度のテーマを「地域に希望を育てよう」とし、地区目標として
1.クラブ戦略計画を打ちたて、会員増強を実現する
2.ポリオデーへの参加
3.地域に根ざした青少年奉仕を充実させる
4.オンリーワンチャレンジを見つける

そして重点項目に女性会員比率アップ、ローターアクトの推進、メンタルヘルスづくりを
掲げております。

第１グループ内の地域に於いては少子高齢化、人口減少、何より新型コロナウイルス感染
症によりクラブはおろか地域経済が大きなダメージを受けている状況ですが収束してきた今、
ロータリークラブが以前のような楽しい例会を取り戻し、会員相互の親睦が深まり、クラブ
間での連携が為されれば自ずと目標に近づくと思います。厳しい現実の中ですが希望を持っ
てまず行動してみましょう。

奉仕にゴールはありません。皆さんと共に身の丈に合った奉仕活動を推進してまいりたく
存じます。

グループ内すべてのロータリアンのご協力の下で楽しいロータリーライフを楽しみたいと
思います。

１年間どうぞよろしくお願いいたします。

この度、ガバナー補佐として第２グループを担当致します赤平ＲＣの宇戸啓隆です。４年
前２０１９ー２０２０年度にもガバナー補佐を務めさせて頂きました。２度目となります。 

この４年間でコロナの影響を受け世の中は大きく変わりました。前回はＩＭも中止するな
ど様々なロータリー活動が制限せざるを得ませんでした。新型コロナウィルス感染症が感染
法上の 2 類からインフルエンザと同じ５類に移行するのに実に３年４カ月もかかるとは思い
もよりませんでした。 

４年ぶりに２０２２ー２０２３年度のＩＭが開催され、ようやくＲＣの活動も制限なく行
えることはうれしいかぎりです。 

ＲＩテーマ「世界に希望を生み出そう」 
地区テーマ「地域に希望を育てよう」 
キーワードは「希望」です 
松浦光紀ガバナーは四つの地区目標を掲げました。 

地区目標１．会員増強はロータリークラブの未来にむけて、持続可能なクラブの為によ　　
り若い世代や女性にも会員の輪を拡げていくことも重要です。 
地区目標２．ポリオデーに参加しポリオ根絶に協力しましょう。募金活動はポリオ根絶の
PR となり、多くの方がポリオ根絶に参加する機会を与えます。 
地区目標３．青少年奉仕の充実は未来の希望となります。パートナーであるローターアクト
クラブの新設や拡大も重要なテーマです。 
地区目標４．オンリーワンチャレンジを見つけ、その地域ならではの必要とされる独自の活
動を展開しましょう。 

最後に我々ロータリアンが希望を生み育て、笑顔にあふれ、より楽しんでロータリー活動
に邁進できますことを祈念してご挨拶と致します。

ガバナー補佐就任挨拶
ご挨拶

ご挨拶

第１グループガバナー補佐

成田 雅敏

第２グループガバナー補佐

宇戸 啓隆
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今年度、ＲＩ２５１０地区第３グループガバナー補佐を務める事になりました。皆様におか
れましても３年に及ぶパンデミック、そして誰もが信じられず、耳・目を疑ってしまうロシ
アによるウクライナ侵攻の悲惨な光景。驚きと直後に訪れたのは落胆、悲壮感でした。この
戦争が１年以上も続いており、考えるだけでとても無念で醜悪な大惨事であり今なお先の見
えない状況です。

松浦ガバナーのテーマである「地域に希望を育てて、地域の集まりである世界に希望を生
み出す事」を RI 会長もテーマとしており、併せて奉仕をする者、奉仕を受ける者、双方のメ
ンタルヘルス対策になると言っております。

地区目標である「会員増強」「エンドポリオは継続して」「青少年奉仕の充実」「オンリーワ
ンチャレンジを見つけよう」では地域の実情の把握と検証が重要になります。

重点項目となる「女性会員比率１０％達成」「ローターアクトの推進」「心の健康（メンタ
ルヘルス）づくりを目指す」では、パンデミックや戦争による心の健康について重要課題と
しなければならないと思っています。

クラブ運営では、対人が制限された３年間に入会したメンバーのためにも、ロータリー本
来の例会や事業を楽しんで出席して頂きたい気持ちでいっぱいです。

ガバナー補佐として、地区目標・各クラブの活動計画の達成など少しでもご支援できます
よう邁進いたします。併せて第３グループ各クラブの皆様方とお会いできるのを楽しみにし
ております。

この度、ＲＩ第２５１０地区 第４グループガバナー補佐(ＡＧ)を仰せつかりました札幌北
ロータリークラブの藤城英明（ふじきひであき）でございます。
「未来の子供たちに良い環境を残す仕事をする」ことを人生のテーマとして、燃費が良く経

済性に優れた高性能な木造住宅に特化して企画・設計・施工を生業としております。
ガバナー補佐はクラブと地区とを結びつける大切な役割があり、お互いが効果的に協力す

ればロータリーがさらに強くなります。
その実現のために

1.担当クラブを定期的に訪問し、会員の声を聞き、情報やアドバイス、参考資料を紹介して、
クラブを成功へと導くこと

2.ガバナーが特に目を向ける必要があるクラブや問題があれば、ガバナーに現状を報告する
こと

3.ガバナー公式訪問に向けたクラブの準備を手伝うこと
4.クラブの目標の達成状況を、クラブ訪問後、オンラインツール「ＲＣセントラル」に、ク

ラブの評価やコメントを記録し、さらに会員増強、奉仕活動、財団への寄付などの分野で
クラブが目標に向けて順調に活動しているかどうかを、定期的に「ＲＣセントラル」にて
確認することなどが求められております。
近年ではＣＯＶＩＤー１９の影響があり、十分にその役割を果たすことができない状況で

したが、２０２３年５月８日からは季節性インフルエンザと同類の５類に移行され、マスク
の着用義務や行動規制も解除されましたので、皆様とともに積極的に親睦と交流を図り、地
域に良い影響が与えられるよう楽しく行動していきたいと思っております。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

ご挨拶

就任のご挨拶とＡＧの役割ご紹介

第３グループガバナー補佐

菊池 政徳

第４グループガバナー補佐

藤城 英明

今年度、第１グループガバナー補佐を務めさせていただくことになりました。浅学菲才で
すが各クラブの会員の皆様のご協力の下、地区とクラブをつなぐ役割を果たし、クラブ運営
がスムーズになるよう１年間務めたいと思います。

松浦光紀ガバナーは今年度のテーマを「地域に希望を育てよう」とし、地区目標として
1.クラブ戦略計画を打ちたて、会員増強を実現する
2.ポリオデーへの参加
3.地域に根ざした青少年奉仕を充実させる
4.オンリーワンチャレンジを見つける

そして重点項目に女性会員比率アップ、ローターアクトの推進、メンタルヘルスづくりを
掲げております。

第１グループ内の地域に於いては少子高齢化、人口減少、何より新型コロナウイルス感染
症によりクラブはおろか地域経済が大きなダメージを受けている状況ですが収束してきた今、
ロータリークラブが以前のような楽しい例会を取り戻し、会員相互の親睦が深まり、クラブ
間での連携が為されれば自ずと目標に近づくと思います。厳しい現実の中ですが希望を持っ
てまず行動してみましょう。

奉仕にゴールはありません。皆さんと共に身の丈に合った奉仕活動を推進してまいりたく
存じます。

グループ内すべてのロータリアンのご協力の下で楽しいロータリーライフを楽しみたいと
思います。

１年間どうぞよろしくお願いいたします。

この度、ガバナー補佐として第２グループを担当致します赤平ＲＣの宇戸啓隆です。４年
前２０１９ー２０２０年度にもガバナー補佐を務めさせて頂きました。２度目となります。 

この４年間でコロナの影響を受け世の中は大きく変わりました。前回はＩＭも中止するな
ど様々なロータリー活動が制限せざるを得ませんでした。新型コロナウィルス感染症が感染
法上の 2 類からインフルエンザと同じ５類に移行するのに実に３年４カ月もかかるとは思い
もよりませんでした。 

４年ぶりに２０２２ー２０２３年度のＩＭが開催され、ようやくＲＣの活動も制限なく行
えることはうれしいかぎりです。 

ＲＩテーマ「世界に希望を生み出そう」 
地区テーマ「地域に希望を育てよう」 
キーワードは「希望」です 
松浦光紀ガバナーは四つの地区目標を掲げました。 

地区目標１．会員増強はロータリークラブの未来にむけて、持続可能なクラブの為によ　　
り若い世代や女性にも会員の輪を拡げていくことも重要です。 
地区目標２．ポリオデーに参加しポリオ根絶に協力しましょう。募金活動はポリオ根絶の
PR となり、多くの方がポリオ根絶に参加する機会を与えます。 
地区目標３．青少年奉仕の充実は未来の希望となります。パートナーであるローターアクト
クラブの新設や拡大も重要なテーマです。 
地区目標４．オンリーワンチャレンジを見つけ、その地域ならではの必要とされる独自の活
動を展開しましょう。 

最後に我々ロータリアンが希望を生み育て、笑顔にあふれ、より楽しんでロータリー活動
に邁進できますことを祈念してご挨拶と致します。

ガバナー補佐就任挨拶
ご挨拶

ご挨拶

第１グループガバナー補佐

成田 雅敏

第２グループガバナー補佐

宇戸 啓隆
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この度、２０２３ー２０２３年度第７グループガバナー補佐を仰せつかりました恵庭ロー
タリークラブの前田と申します。

この重責に身の引き締まる思いと不安でいっぱいでござますが、ＲＩテーマ「世界に希望を
生み出そう」地区目標「地域に希望を育てよう！」を念頭に置き、入会時のように、初心に帰っ
たつもりで取り組んで行きたいと思っています。

第７グループは、千歳、千歳セントラル、恵庭、北広島、長沼、由仁の６クラブで構成さ
れており、各クラブ共に独自の伝統豊かな歴史があり、各地域に根ざした奉仕活動が行われ
ております。しかし、地域独特な問題も抱えております。

この諸問題を松浦ガバナーはじめ地区の各委員長の知恵を拝借しながら、少しでも解決す
ることが出来たらと思っております。

そして、第７グループ各クラブと手と手を取り合い、地域社会にロータリークラブのさら
なる存在意義を高められるよう努力してまいります。

松浦ガバナー年度、この１年間皆様のご指導、ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

２０２３ー２０２４年度第８グループのガバナー補佐を務めさせていただく浦河ロータ
リークラブの久保佳幸です。

第８グループは ( えりもＲＣ・三石ＲＣ・様似ＲＣ・静内 RC ・浦河ＲＣ) の５クラブから構
成されています。

日高地方の５クラブは日高山脈を背にして現在「日高山脈えりも固定公園」の指定を申請、
協議中で来年度には受理されると思います。

北海道では珍しく牧歌的で雪が少なく１０ｃｍも降ると大騒ぎになる、３～５ｃｍ降ると
除雪車が出動します。北海道では一番暖かい地域だと思います。
今年度の２０２３ー２０２４年度ＲＩテーマ「世界に希望を生み出そう」
松浦光紀ガバナー年度
２０２３ー２０２４国際ロータリー第２５１０地区目標「地域に希望を育てよう！」
地区目標
1.クラブの戦略計画を打ちたて、会員増強を実現しよう
2.ポリオデーに参加しよう
3.地域に根ざした青少年奉仕を充実させよう
4.オンリーワンチャレンジを見つけよう
重点目標
◦ 女性会員比率１０％達成
◦ ローターアクトの推進
◦ 心の健康 ( メンタルヘルス ) づくりを目指す
第８グループの課題として

ロータリークラブの活動で５クラブの内４クラブが会員２０人以下であり会員減少と若年
層の入会が少ない。そこで人を知る喜び、そのことにより仕事にも通じ、ただ活動するには
経済も必要、そしてロータリークラブでの活動は自分の財産でもあることをアピールして会
員増強・地域貢献活動を第８グループも地域に根の張った活動をします。

今年１年間よろしくお願い申し上げまして、ご挨拶と致します。

クラブの存在意義を高めよう

ガバナー補佐就任にあたって

第７グループガバナー補佐

前田 利和

第８グループガバナー補佐

久保 佳幸

いよいよ松浦年度が始まります。松浦ガバナーの下で、補佐として汗を流す機会をいただ
いたことは光栄なことです。ゴードンＲＩ会長テーマは「世界に希望を生み出そう」です。ロー
タリーが平和やメンタルヘルスのために活動し、世界に希望を生み出すよう呼び掛けていま
す。そのためには対話を通じて信頼を築くことが重要であると訴え、中核的価値観として「思
いやり」をあげています。人々にもっと思いやりと優しさがあれば、世界は幸せで平和な場
所になると強調し、平和はロータリーが特に活躍したい分野だといいます。時宜を得た言葉
であり、究極の目標だと感じます。

各クラブの活性化のために補佐としてどんなお手伝いが出来るか？しっかり掘り下げてい
こうと思います。大切に思うのは、奉仕活動を積極的に行い、より多くの会員参加を募ること。
つまりは各クラブが「楽しむ・参加する・学ぶ」機会をより多く創出し、学び合いながらロー
タリー理解を深めることが出来るようお手伝いをしたいと考えております。もうひとつ大切
に思うのは、青少年に対する関りです。ローターアクトを仲間として迎え入れ、青少年交換
や R Y L A プログラムを一層活発に機能させたいと思います。青少年に対するロータリーの
あり方は、未来のロータリーの命運を握っています。来年３月３０日にはパークホテルに於
きまして、第４・５グループ合同のＩM （インターシティ・ミーティング）の開催を予定し
ています。多くの会員にご参加いただき有意な学びと親睦の機会にしたいと考えております。
１年間よろしくお願いいたします。

このたび第６グループのガバナー補佐を拝命しました小樽ロータリークラブの佐藤です。
たいへん身の引き締まる思いがしておりますが、いただいた職責を全うできるよう精一杯努
めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

私は３年前にクラブ会長を務めましたが、ご周知の通り当時はコロナ禍のため、ロータリー
活動もかなり制約されていました。今年度はこうしたコロナ禍による制約もほぼなくなり、
様々な活動が復活できるものと期待をしていますし、たいへん楽しみにもしています。各ク
ラブと地区とのパイプ役としての役割をしっかりと果たすとともに、ガバナー輩出グループ
としても、グループ内の７クラブが一丸となって、松浦ガバナーの年度を盛り上げていけれ
ばと願っています。

今年度はＲＩ、地区ともに「希望」がキーワードとなっています。ぜひ、私自身も夢と希
望を持って、各クラブの皆様とロータリーライフを楽しんでいきたいと思います。

これから１年間、皆様のご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

ガバナー補佐の任命をいただいて

ガバナー補佐就任にあたって

第５グループガバナー補佐

山口 史朗

第６グループガバナー補佐

佐藤 慶一
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この度、２０２３ー２０２３年度第７グループガバナー補佐を仰せつかりました恵庭ロー
タリークラブの前田と申します。

この重責に身の引き締まる思いと不安でいっぱいでござますが、ＲＩテーマ「世界に希望を
生み出そう」地区目標「地域に希望を育てよう！」を念頭に置き、入会時のように、初心に帰っ
たつもりで取り組んで行きたいと思っています。

第７グループは、千歳、千歳セントラル、恵庭、北広島、長沼、由仁の６クラブで構成さ
れており、各クラブ共に独自の伝統豊かな歴史があり、各地域に根ざした奉仕活動が行われ
ております。しかし、地域独特な問題も抱えております。

この諸問題を松浦ガバナーはじめ地区の各委員長の知恵を拝借しながら、少しでも解決す
ることが出来たらと思っております。

そして、第７グループ各クラブと手と手を取り合い、地域社会にロータリークラブのさら
なる存在意義を高められるよう努力してまいります。

松浦ガバナー年度、この１年間皆様のご指導、ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

２０２３ー２０２４年度第８グループのガバナー補佐を務めさせていただく浦河ロータ
リークラブの久保佳幸です。

第８グループは ( えりもＲＣ・三石ＲＣ・様似ＲＣ・静内 RC ・浦河ＲＣ) の５クラブから構
成されています。

日高地方の５クラブは日高山脈を背にして現在「日高山脈えりも固定公園」の指定を申請、
協議中で来年度には受理されると思います。

北海道では珍しく牧歌的で雪が少なく１０ｃｍも降ると大騒ぎになる、３～５ｃｍ降ると
除雪車が出動します。北海道では一番暖かい地域だと思います。
今年度の２０２３ー２０２４年度ＲＩテーマ「世界に希望を生み出そう」
松浦光紀ガバナー年度
２０２３ー２０２４国際ロータリー第２５１０地区目標「地域に希望を育てよう！」
地区目標
1.クラブの戦略計画を打ちたて、会員増強を実現しよう
2.ポリオデーに参加しよう
3.地域に根ざした青少年奉仕を充実させよう
4.オンリーワンチャレンジを見つけよう
重点目標
◦ 女性会員比率１０％達成
◦ ローターアクトの推進
◦ 心の健康 ( メンタルヘルス ) づくりを目指す
第８グループの課題として

ロータリークラブの活動で５クラブの内４クラブが会員２０人以下であり会員減少と若年
層の入会が少ない。そこで人を知る喜び、そのことにより仕事にも通じ、ただ活動するには
経済も必要、そしてロータリークラブでの活動は自分の財産でもあることをアピールして会
員増強・地域貢献活動を第８グループも地域に根の張った活動をします。

今年１年間よろしくお願い申し上げまして、ご挨拶と致します。

クラブの存在意義を高めよう

ガバナー補佐就任にあたって

第７グループガバナー補佐

前田 利和

第８グループガバナー補佐

久保 佳幸

いよいよ松浦年度が始まります。松浦ガバナーの下で、補佐として汗を流す機会をいただ
いたことは光栄なことです。ゴードンＲＩ会長テーマは「世界に希望を生み出そう」です。ロー
タリーが平和やメンタルヘルスのために活動し、世界に希望を生み出すよう呼び掛けていま
す。そのためには対話を通じて信頼を築くことが重要であると訴え、中核的価値観として「思
いやり」をあげています。人々にもっと思いやりと優しさがあれば、世界は幸せで平和な場
所になると強調し、平和はロータリーが特に活躍したい分野だといいます。時宜を得た言葉
であり、究極の目標だと感じます。

各クラブの活性化のために補佐としてどんなお手伝いが出来るか？しっかり掘り下げてい
こうと思います。大切に思うのは、奉仕活動を積極的に行い、より多くの会員参加を募ること。
つまりは各クラブが「楽しむ・参加する・学ぶ」機会をより多く創出し、学び合いながらロー
タリー理解を深めることが出来るようお手伝いをしたいと考えております。もうひとつ大切
に思うのは、青少年に対する関りです。ローターアクトを仲間として迎え入れ、青少年交換
や R Y L A プログラムを一層活発に機能させたいと思います。青少年に対するロータリーの
あり方は、未来のロータリーの命運を握っています。来年３月３０日にはパークホテルに於
きまして、第４・５グループ合同のＩM （インターシティ・ミーティング）の開催を予定し
ています。多くの会員にご参加いただき有意な学びと親睦の機会にしたいと考えております。
１年間よろしくお願いいたします。

このたび第６グループのガバナー補佐を拝命しました小樽ロータリークラブの佐藤です。
たいへん身の引き締まる思いがしておりますが、いただいた職責を全うできるよう精一杯努
めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

私は３年前にクラブ会長を務めましたが、ご周知の通り当時はコロナ禍のため、ロータリー
活動もかなり制約されていました。今年度はこうしたコロナ禍による制約もほぼなくなり、
様々な活動が復活できるものと期待をしていますし、たいへん楽しみにもしています。各ク
ラブと地区とのパイプ役としての役割をしっかりと果たすとともに、ガバナー輩出グループ
としても、グループ内の７クラブが一丸となって、松浦ガバナーの年度を盛り上げていけれ
ばと願っています。

今年度はＲＩ、地区ともに「希望」がキーワードとなっています。ぜひ、私自身も夢と希
望を持って、各クラブの皆様とロータリーライフを楽しんでいきたいと思います。

これから１年間、皆様のご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

ガバナー補佐の任命をいただいて

ガバナー補佐就任にあたって

第５グループガバナー補佐

山口 史朗

第６グループガバナー補佐

佐藤 慶一
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この度4月10日に2023-2024年度第11グループガバナー補佐を引き継ぐこと
になりました函館五稜RCの横岡孝一と申します。

何せ急なことで引き受けてしまい戸惑っていますが、皆様方のご支援とご協力
を頂きながら務めさせていただきます。

松浦ガバナーの補佐として、ロータリーの基本である「親睦と奉仕」で第11グ
ループの会長・幹事さん共々、クラブ発展のため頑張りたいと思います。

この度、１２グループ ( 苫小牧 RC、苫小牧東 RC、白老 RC、苫小牧北 RC)
のガバナー補佐に委嘱を受けました苫小牧北 RC の髙橋康則です。

2023-2024 年度の RI テーマは「世界に希望を生み出そう」(CREATE 
HOPE in the WORLD) で松浦ガバナーの地区目標は「地域に希望を育てよう」
です。松浦ガバナーのお考えを支え地域の人々と共にロータリー活動を理解して
いただける様に努力したいと思います。

私のロータリー歴は３２年になります。一般的に３２年間は長いように感じま
すが、気が付けば３２年が過ぎたという感覚です。ロータリーの仲間は最高の財
産である。今できる事業を最大限に行い継続するには各クラブの会長、幹事、会
員の皆様のお力をお借りし松浦ガバナー年度を乗り切りたいと思いますので、何
卒よろしくお願い致します。

就任挨拶

ガバナー補佐挨拶

第１1 グループガバナー補佐

横岡 孝一

第 1２グループガバナー補佐

髙橋 康則

２０２３ー２０２４ 第２５１０地区 松浦光紀ガバナー年度第９グループガバ
ナー補佐を務めさせて頂きます。登別ＲＣ鈴木高士でございます。１年間よろし
くお願い致します。

コロナも２類から５類に引き下げられ、行動制限が緩くなって参りました。ク
ラブの活動も少しずつ活発になりつつあります。

第９グループ内クラブ訪問などで交流、親睦を深め連携を図り、クラブと地区
を結びつける役割を担って参ります。

各クラブからの要望や提案などをガバナーに報告し、地区からは情報やアドバ
イス、参考資料によりクラブのお手伝いが出来るよう尽力したいと思います。

２０２３ー２４年度ＲＩテーマは『世界に希望を生み出そう』（CREATE 
HOPE in the WORLD ）

松浦光紀ガバナー　ＲＩ第２５１０地区目標は 『地域に希望を育てよう』
具体的地区目標は

1. クラブの戦略計画を打ち立て、会員増強を実現しよう
2. ポリオデーに参加しよう
3. 地域に根差した青少年奉仕を充実させよう
4. オンリーワンチャレンジを見つけよう

１年間、私自身改めてロータリーについて学びなおし、各クラブの会長・幹事・
会員の皆様と楽しいロータリークラブ活動になる様ご祈念し、就任のご挨拶と致
します。

本年度、第１０グループのガバナー補佐を務めることになりました、七飯ロー
タリークラブの宮村拓郎です。

新型コロナウィルス感染症の流行により、多くのクラブで奉仕活動や周年行事
の中止のみならず、例会の開催自体にも制限を受け、ロータリアンとして大変ス
トレスが溜まる日々が続いた３年でした。しかし、今月になり、ウイルスの感染
力は変わらないものの危険度は低下し、感染症法上の５類への移行もあり、以前
のロータリー活動がやっと出来る状況になってきました。

コロナ禍により、多くの社会的、経済的そして精神的なダメージを引き起こし
ましたが、見方を変えてみますと、今までの活動低下状態は、いわば新たな奉仕
活動展開への充電期間 ( 新たな活動への意欲の醸成と奉仕活動費の備蓄期間 ) と
捉えることもできると思います。

松浦ガバナーは、「クラブの戦略計画を打ち立てての会員増強の実現」、「ポリ
オデーへの参加」、「地域に根ざした青少年奉仕の充実」、「オンリーワンチャレン
ジを見つけよう」の４つを地区目標として掲げております。各クラブで行われて
いた従来の活動の復活とともに、地区目標に関連した多くの新しい奉仕活動が企
画実行されるものと期待しております。その際に、地区の協力を必要とする場合
にはその連絡窓口としてご連絡いただきたく存じます。微力ながら、第１０グルー
プの各クラブに、ガバナーの考えをお伝えすると共に、各クラブの活動のお手伝
いが出来れば幸いと考えております。

ガバナー補佐就任あいさつ

就任にあたって

第９グループガバナー補佐

鈴木 高士

第１０グループガバナー補佐

宮村 拓郎
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会長・幹事 クラブ 会長・幹事 クラブ

懇談会 協議会 懇談会 協議会

1 7月18日 火 1 深 川 10:30 11:30 12:30 35 9月11日 月 8 三 石 16:30 17:30 18:30

2 7月19日 水 1 留 萌 16:30 17:30 18:30 36 8 様 似 10:30 11:30 12:30

3 1 羽 幌 10:30 11:30 12:30 37 8 浦 河 16:30 17:30 18:30

4 2 滝 川 16:30 17:30 18:30 38 9月13日 水 8 静 内 10:30 11:30 12:30

5 7月21日 金 5 札 幌 幌 南 10:30 11:00 12:30 39 7 千 歳 10:30 11:00 12:30

6 7月24日 月 4 札 幌 北 10:30 11:30 12:30 40 7 由 仁 16:30 17:30 18:30

7 2 赤 平 10:30 11:30 12:30 41 4 札 幌 西 10:30 11:00 12:30

8 3 栗 山 16:30 17:30 18:30 42 5 札 幌 大 通 公 園 17:30 18:30

9 7月26日 水 2 砂 川 10:30 11:30 12:30 43 9月20日 水 9 室 蘭 東 10:30 11:30 12:30

10 2 芦 別 10:30 11:30 12:30 44 9 室 蘭 10:30 11:30 12:30

11 3 美 唄 16:30 17:30 18:30 45 10 長 万 部 16:30 17:30 18:30

12 8月1日 火 12 苫 小 牧 北 16:30 17:30 18:30 46 9月25日 月 9 洞 爺 湖 16:30 17:30 18:30

13 3 栗 沢 10:30 11:30 12:30 47 3 岩 見 沢 東 10:30 11:30 12:30

14 5 札 幌 真 駒 内 16:30 17:30 18:30 48 4 札 幌 は ま な す 16:30 17:30 18:30

15 8月3日 木 4 札 幌 東 10:30 11:30 12:30 49 9月27日 水 6 余 市 10:30 11:30 12:30

16 8月4日 金 12 苫 小 牧 10:30 11:30 12:30 50 9月28日 木 8 え り も 16:00 17:00 18:00

17 8月5日 土 4 札 幌 手 稲 10:30 11:30 12:30 51 9 伊 達 10:30 11:30 12:30

18 8月7日 月 5 札 幌 南 10:30 11:00 12:30 52 10 七 飯 16:30 17:30 18:30

19 8月8日 火 12 白 老 10:30 11:30 12:30 53 11 函 館 北 10:30 11:30 12:30

20 8月17日 木 12 苫 小 牧 東 10:30 11:30 12:30 54 10 森 16:30 17:30 18:30

21 8月18日 金 5 札 幌 ラ イ ラ ッ ク 16:30 17:30 18:30 55 10 函 館 10:30 11:00 12:30

22 8月21日 月 7 長 沼 16:30 17:30 18:30 56 11 北 斗 16:30 17:30 18:30

23 3 当 別 10:30 11:30 12:30 57 10月6日 金 11 函 館 五 稜 郭 10:30 11:30 12:30

17:00 18:00 58 10 函館セントラル 10:30 11:00 12:30

7:30 59 11 江 差 16:30 17:30 18:30

25 5 新 札 幌 10:30 11:30 12:30 60 10月17日 火 7 北 広 島 10:30 11:30 12:30

26 8月24日 木 5 札 幌 西 北 10:30 11:00 12:30 61 10月19日 木 9 登 別 10:30 11:30 12:30

27 5 札 幌 清 田 10:30 11:30 12:30 62 10月23日 月 10 函 館 亀 田 16:30 17:30 18:30

28 3 江 別 西 16:30 17:30 18:30 63 10月24日 火 11 函 館 東 10:30 11:30 12:30

29 9月4日 月 6 蘭 越 10:30 11:30 12:30 64 10月31日 火 9 室 蘭 北 10:30 11:30 12:30

30 6 小 樽 10:30 11:30 12:30 65 10月25日 水 7 恵 庭 10:30 11:30 12:30

31 7 千 歳 セ ン ト ラ ル 16:30 17:30 18:30 66 10月26日 木 3 岩 見 沢 16:30 17:30 18:30

32 9月6日 水 6 倶 知 安 10:30 11:30 12:30 67 11月8日 水 4 札 幌 10:30 11:30 12:30

33 6 岩 内 10:30 11:30 12:30 68 11月9日 木 3 江 別 10:30 11:30 12:30

34 6 小 樽 銭 函 16:30 17:30 18:30 69 11月10日 金 6 小 樽 南 10:30 11:30 12:30
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第２５１０地区2023-2024 年度　松浦ガバナー公式訪問日程(案)
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曜
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札幌モーニング
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8月23日 水
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氏　　名
第1グループ担当

第 2グループ担当

第 3グループ担当

第 4グループ担当

第 5グループ担当

第 6グループ担当
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第 10グループ担当

第 11グループ担当

第 12グループ担当

成田　雅敏

宇戸　啓隆

菊田　政德

藤城　英明

山口　史朗

佐藤　慶一

前田　利和

久保　佳幸

鈴木　高士

宮村　拓郎

横岡　孝一

髙橋　康則

所属RC

深　川

赤　平

江　別

札幌北

札幌東

小　樽

恵　庭

浦　河

登　別

七　飯

函　館
五稜郭

苫小牧北

職業分類

神・仏具販売

医薬品販売

不動産賃貸業

建築工事

損害保険代理

土　木

コンビニエンス
ストア

測量技師

プラスチック
製造

内科医

塗装工事

口腔外科
(歯科 )

2023-2024年度ガバナー補佐名簿
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２０２３年 -２０２４年　ガバナー公式訪問に関するお願い
2023-2024 年度の公式訪問は７月 18 日、深川ロータリークラブから始まります。
貴クラブへの訪問を有意義なものとするためにも、下記の事項についてお手配とご協力を賜りますよう
宜しくお願い申し上げます。

１．公式訪問に必要な書類
　　下記の書類は貴クラブ訪問日の２週間前までにガバナー事務所へお送り下さい。
　　　①今年度（2023-2024）クラブ活動計画書と前年度（2022-2023）活動報告書
　　　　※公式訪問が７月のクラブで未決定の場合は、前年度分で代用可能です。
　　　②クラブ定款と細則
　　　③充填・未充填職業分類表
　　　④会員名簿
　　　⑤クラブ会報（最近の４～５回分）
　　　⑥過去５年間の年度別会員入退会数および退会者のクラブ在籍年数
　　　⑦貴クラブの特徴（クラブの自慢、良い事業等）をご紹介下さい。
２．会長・幹事懇談会
　　　①会長・幹事の他に会長エレクトも必ずご出席下さい。
３．クラブ例会
　　　①和やかで楽しく例会を行うためにも、より多くの会員に出席を奨励して下さい。
　　　②ご連絡戴いた地元公共機関へのご挨拶は喜んで訪問させて戴きます。
　　　③訪問時のお心遣いは、お気持ちだけ戴き固くご辞退致します。

ガバナー事務所からお願い
１．クラブの例会・会員数報告について
　毎月の最終例会から 15 日以内にガバナー事務所へ
FAX かメールにて提出するようにお願い致します。

２．変更等のご報告について
　新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例
会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場
合、所定の手続きによりご報告下さい。新しく会員が
入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日、職業
分類をお知らせ下さい。
　また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、
ロータリー歴、お写真を至急ご報告くださいますよう
お願い致します。

３．クラブの移動例会等について
　地区ホームページにフォームがありますので、アク
セスしてご連絡下さい。地区ホームページ⇒クラブ情
報⇒例会変更フォーム の順でアクセスできます。

（ホームページにアクセスが難しい場合は FAX、メー
ルでお送り下さい）
４．各月ごとのクラブ会報について
当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。
５．ガバナー月信への原稿寄稿について
　特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、
400 字前後に写真１～２枚をご同封願えればと考えて
います。原稿締切り日は毎月５日です。

（メールでのご連絡にご協力ください）

ガバナー事務所
〒060-0042　札幌市中央区大通西 11 丁目 4　大通藤井ビル 7 階
TEL(011)207-2510 ／ FAX(011)207-2512
E-mail：rid2510@pxva.ne.jp　執務時間：午前 10 時 ～ 午後 5 時 30 分 ( 土・日・祝日休み )

最新ロータリーレートは地区 HP をご覧ください

年 月 ロータリー月間強調事項 日(曜日) 日(曜日) 国内行事･国際行事

疾病予防と治療月間

4（日） 2023 財団奨学生選考試験（札幌） 3（土） 第50回ローターアクト地区協議会（赤平）

7（水） 地区ガバナー指名委員会(札幌) 4（日） 全国青少年交換委員長会議・全国危機管理委員長会議（東京）

3（土） 2023-24年度次期ガバナー補佐会議（小樽）

11（日） 2022学年度米山奨学生選考試験(札幌)

職業奉仕月間 各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金

21（土） 2022-23年度ガバナー補佐会議（札幌） 8(日)～12(木) 国際協議会(米国･オーランド)

28（土） 第7回学友交流会・帰国報告会（札幌）

2
平和と紛争予防/紛争解決月間 5（日） RLIパートⅢ

ロータリー創立記念日(2/23) 18(土)

19(日） 全国ローターアクト委員長・代表合同会議（東京） 第8グループIM（様似）

25(土） 第３グループIM（栗山）

水と衛生月間

世界ローターアクト週間 (3/13を含む1週間 21（火・祝） 米山記念奨学生歓送迎会（札幌） 10（金） 第4・5グループIM（札幌）

0 25(土)～26(日) 2023-24年度会長エレクト研修セミナー (小樽) 12（日）

財団セミナー・米山セミナー（小樽）

母子の健康月間 1（土） 第2グループIM（滝川）

16（日） 2023-24年度地区研修･協議会(小樽) 8(土）

18（火） 岩見沢東RC創立40周年記念式典

2 22（土）～23（日） 新会員合宿セミナー（由仁） 20(木)～21（金） クラブ活性化セミナー2023

７（日）

青少年奉仕月間 １４（日）

12（金）～14（日） 地区RYLAセミナー（札幌） 20（土）～21（日） 全国RYLA研究会（札幌）

ＲＩ国際大会 21(日） 第１グループIM（羽幌）

27日(土)～31日(水) 国際大会(オーストラリア・メルボルン)

ロータリー親睦活動月間 １０（土） ３（土） 第9グループIM(室蘭）

２４（土） ローターアクト年次大会 １７（土） 第7グループIM（千歳）

3 ２５（日） １７（土） 第6グループIM（倶知安）

インターアクト年次大会

青少年交換受入学生送別会 ２３(金） 札幌モーニングRC創立35周年記念式典

2022-23年度終了

各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金 1（水） 第１回ガバナー会(東京)

年 ガバナー･元・次期ガバナー懇談会(東京)

15（土） 地区クラブ活性化ワークショップ （ 旧 会 員 増 強 セミ ナ ー ）(小 ロータリーの友委員会(東京)

ガバナー補佐会議

(

会員増強･新クラブ結成推進月間 インターアクト海外研修旅行

１９日（土） ローターアクト地区協議会 米山記念奨学会、理事会･評議員会

令 2023-24年度青少年交換学生選考試験

青少年交換学生歓迎会他

基本的教育と識字率向上月間 ２（土）

ロータリーの友月間 地区野球大会（赤平） 4（月）～5（火） 第１回ガバナーエレクト研修セミナー(東京)

和 １０（日） RLIセミナーパートⅠ ６（水） 2024-25年度地区研修ﾘｰﾀﾞｰｾﾐﾅｰ（東京）

16（土）～17（日） 米山奨学生研修旅行（滝川予定）

23（土・祝） 地区財団補助金管理セミナー（札幌）

経済と地域社会の発展月間

米山月間 13（金） 2023-24年度地区大会記念ゴルフ大会

14(土)～15(日) 2023-24年度地区大会（小樽）

5

ロータリー財団月間 11（土）

世界インターアクト週間 １２(日) 米山記念奨学会面接官オリエンテーション 19（日）～22（水） ロータリー財団地域セミナー(神戸）

(11/5を含む1週間) 北海道ローターアクト交流会予定 第２回ガバナーエレクト研修セミナー(神戸)

年 ２６（日） RLIセミナーパートⅡ 第２回ガバナー会(神戸)

国際奉仕・VTT委員会タイ検証ツアー ロータリー研究会(神戸)

)

疾病予防と治療月間 ９(土） 202４-2５年度ガバナー補佐会議（札幌）

１０（日） 2025学年度米山奨学生選考試験(札幌)

青少年交換学生送別会他

職業奉仕月間 各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金

2０(土） 2023-24年度ガバナー補佐会議（小樽）

7（日）～11（木） 国際協議会(オーランド)

２７（土） 第８回学友交流・帰国報告会（札幌）

2
平和と紛争予防/紛争解決月間

0 ロータリー創立記念日(2/23) 17(土） 2024-25年度ガバナー補佐研修（札幌）

2
２５（日）

4 水と衛生月間 ２(土） 9（土）

世界ローターアクト週間 (3/13を含む1週間) １４(木）

年 １７（日） １６(土）

23 (土）～24（日） ３０(土）

(

母子の健康月間 ６（土） 米山記念奨学生カウンセラーオリエンテーション

令 １４（日） 2024-25年度地区研修･協議会（札幌） 6（土）or13（土）

18（木）～19（金） クラブ活性セミナー2024

和 ２０(土）

青少年奉仕月間 10（金）～11（土）

6 １９（日） RLIセミナー卒後コース １８（土）

年 25(土)～29(水) 国際大会(シンガポール)

ロータリー親睦活動月間 １（土） 栗沢RC６０周年記念式典（予定）

2（日）

)

ＲＩ国際大会 １６(日） ２１(金）

インターアクト年次大会

22(土） ローターアクト年次大会

2023-24年度終了

4

RLI DL研修会

第２グループIM（予定）

2024-25年度地区チーム研修セミナー（札幌）

2023-2024年度(松浦年度) カ レ ン ダ ー （予定表）

地 区 　　の 　　行 　　事
グループ内の行事
ＩＭ、クラブ周年行事

1

2

6

3 美唄RC創立50周年記念式典

4

5

RLI卒後コース

2

RLIセミナーパートⅢ

8

9

10

ガ

バ

ナ

公

式

訪

問

２
０
２
２
年

第10・11グループIM（函館）

12

1

7

11

森RC創立60周年記念式典

12

3

2024年３月終了米山奨学生歓送会

第6グループIM（小樽RC）

第10・11グループIM（開催地調整中）

2024-25年度会長エレクト研修セミナー（札幌）

第3グループIM（江別）

第4・5グループ合同IM（札幌）

札幌東RC創立65周年記念式典予定

6
現新地区委員長･ガバナー補佐合同引継ぎ会議(札幌）

5

札幌真駒内RC創立50周年記念式典

新札幌RC創立40周年記念式典

第1グループIM（深川）

2023-24年度第2回ガバナー補佐研修(札幌)

2023-24年度地区チーム研修セミナー (札幌)

学友会総会・財団奨学生壮行会（札幌）

現新地区委員長･ガバナー補佐合同引継ぎ会議（札幌）

第12グループIM（白老）

小樽RC創立90周年記念式典

岩見沢RC創立70周年記念式典予定

17
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２０２３年 -２０２４年　ガバナー公式訪問に関するお願い
2023-2024 年度の公式訪問は７月 18 日、深川ロータリークラブから始まります。
貴クラブへの訪問を有意義なものとするためにも、下記の事項についてお手配とご協力を賜りますよう
宜しくお願い申し上げます。

１．公式訪問に必要な書類
　　下記の書類は貴クラブ訪問日の２週間前までにガバナー事務所へお送り下さい。
　　　①今年度（2023-2024）クラブ活動計画書と前年度（2022-2023）活動報告書
　　　　※公式訪問が７月のクラブで未決定の場合は、前年度分で代用可能です。
　　　②クラブ定款と細則
　　　③充填・未充填職業分類表
　　　④会員名簿
　　　⑤クラブ会報（最近の４～５回分）
　　　⑥過去５年間の年度別会員入退会数および退会者のクラブ在籍年数
　　　⑦貴クラブの特徴（クラブの自慢、良い事業等）をご紹介下さい。
２．会長・幹事懇談会
　　　①会長・幹事の他に会長エレクトも必ずご出席下さい。
３．クラブ例会
　　　①和やかで楽しく例会を行うためにも、より多くの会員に出席を奨励して下さい。
　　　②ご連絡戴いた地元公共機関へのご挨拶は喜んで訪問させて戴きます。
　　　③訪問時のお心遣いは、お気持ちだけ戴き固くご辞退致します。

ガバナー事務所からお願い
１．クラブの例会・会員数報告について
　毎月の最終例会から 15 日以内にガバナー事務所へ
FAX かメールにて提出するようにお願い致します。

２．変更等のご報告について
　新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例
会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場
合、所定の手続きによりご報告下さい。新しく会員が
入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日、職業
分類をお知らせ下さい。
　また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、
ロータリー歴、お写真を至急ご報告くださいますよう
お願い致します。

３．クラブの移動例会等について
　地区ホームページにフォームがありますので、アク
セスしてご連絡下さい。地区ホームページ⇒クラブ情
報⇒例会変更フォーム の順でアクセスできます。

（ホームページにアクセスが難しい場合は FAX、メー
ルでお送り下さい）
４．各月ごとのクラブ会報について
当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。
５．ガバナー月信への原稿寄稿について
　特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、
400 字前後に写真１～２枚をご同封願えればと考えて
います。原稿締切り日は毎月５日です。

（メールでのご連絡にご協力ください）

ガバナー事務所
〒060-0042　札幌市中央区大通西 11 丁目 4　大通藤井ビル 7 階
TEL(011)207-2510 ／ FAX(011)207-2512
E-mail：rid2510@pxva.ne.jp　執務時間：午前 10 時 ～ 午後 5 時 30 分 ( 土・日・祝日休み )

最新ロータリーレートは地区 HP をご覧ください

年 月 ロータリー月間強調事項 日(曜日) 日(曜日) 国内行事･国際行事

疾病予防と治療月間

4（日） 2023 財団奨学生選考試験（札幌） 3（土） 第50回ローターアクト地区協議会（赤平）

7（水） 地区ガバナー指名委員会(札幌) 4（日） 全国青少年交換委員長会議・全国危機管理委員長会議（東京）

3（土） 2023-24年度次期ガバナー補佐会議（小樽）

11（日） 2022学年度米山奨学生選考試験(札幌)

職業奉仕月間 各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金

21（土） 2022-23年度ガバナー補佐会議（札幌） 8(日)～12(木) 国際協議会(米国･オーランド)

28（土） 第7回学友交流会・帰国報告会（札幌）

2
平和と紛争予防/紛争解決月間 5（日） RLIパートⅢ

ロータリー創立記念日(2/23) 18(土)

19(日） 全国ローターアクト委員長・代表合同会議（東京） 第8グループIM（様似）

25(土） 第３グループIM（栗山）

水と衛生月間

世界ローターアクト週間 (3/13を含む1週間 21（火・祝） 米山記念奨学生歓送迎会（札幌） 10（金） 第4・5グループIM（札幌）

0 25(土)～26(日) 2023-24年度会長エレクト研修セミナー (小樽) 12（日）

財団セミナー・米山セミナー（小樽）

母子の健康月間 1（土） 第2グループIM（滝川）

16（日） 2023-24年度地区研修･協議会(小樽) 8(土）

18（火） 岩見沢東RC創立40周年記念式典

2 22（土）～23（日） 新会員合宿セミナー（由仁） 20(木)～21（金） クラブ活性化セミナー2023

７（日）

青少年奉仕月間 １４（日）

12（金）～14（日） 地区RYLAセミナー（札幌） 20（土）～21（日） 全国RYLA研究会（札幌）

ＲＩ国際大会 21(日） 第１グループIM（羽幌）

27日(土)～31日(水) 国際大会(オーストラリア・メルボルン)

ロータリー親睦活動月間 １０（土） ３（土） 第9グループIM(室蘭）

２４（土） ローターアクト年次大会 １７（土） 第7グループIM（千歳）

3 ２５（日） １７（土） 第6グループIM（倶知安）

インターアクト年次大会

青少年交換受入学生送別会 ２３(金） 札幌モーニングRC創立35周年記念式典

2022-23年度終了

各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金 1（水） 第１回ガバナー会(東京)

年 ガバナー･元・次期ガバナー懇談会(東京)

15（土） 地区クラブ活性化ワークショップ （ 旧 会 員 増 強 セミ ナ ー ）(小 ロータリーの友委員会(東京)

ガバナー補佐会議

(

会員増強･新クラブ結成推進月間 インターアクト海外研修旅行

１９日（土） ローターアクト地区協議会 米山記念奨学会、理事会･評議員会

令 2023-24年度青少年交換学生選考試験

青少年交換学生歓迎会他

基本的教育と識字率向上月間 ２（土）

ロータリーの友月間 地区野球大会（赤平） 4（月）～5（火） 第１回ガバナーエレクト研修セミナー(東京)

和 １０（日） RLIセミナーパートⅠ ６（水） 2024-25年度地区研修ﾘｰﾀﾞｰｾﾐﾅｰ（東京）

16（土）～17（日） 米山奨学生研修旅行（滝川予定）

23（土・祝） 地区財団補助金管理セミナー（札幌）

経済と地域社会の発展月間

米山月間 13（金） 2023-24年度地区大会記念ゴルフ大会

14(土)～15(日) 2023-24年度地区大会（小樽）

5

ロータリー財団月間 11（土）

世界インターアクト週間 １２(日) 米山記念奨学会面接官オリエンテーション 19（日）～22（水） ロータリー財団地域セミナー(神戸）

(11/5を含む1週間) 北海道ローターアクト交流会予定 第２回ガバナーエレクト研修セミナー(神戸)

年 ２６（日） RLIセミナーパートⅡ 第２回ガバナー会(神戸)

国際奉仕・VTT委員会タイ検証ツアー ロータリー研究会(神戸)

)

疾病予防と治療月間 ９(土） 202４-2５年度ガバナー補佐会議（札幌）

１０（日） 2025学年度米山奨学生選考試験(札幌)

青少年交換学生送別会他

職業奉仕月間 各クラブ､クラブ請求書受理後、人頭分担金送金

2０(土） 2023-24年度ガバナー補佐会議（小樽）

7（日）～11（木） 国際協議会(オーランド)

２７（土） 第８回学友交流・帰国報告会（札幌）

2
平和と紛争予防/紛争解決月間

0 ロータリー創立記念日(2/23) 17(土） 2024-25年度ガバナー補佐研修（札幌）

2
２５（日）

4 水と衛生月間 ２(土） 9（土）

世界ローターアクト週間 (3/13を含む1週間) １４(木）

年 １７（日） １６(土）

23 (土）～24（日） ３０(土）

(

母子の健康月間 ６（土） 米山記念奨学生カウンセラーオリエンテーション

令 １４（日） 2024-25年度地区研修･協議会（札幌） 6（土）or13（土）

18（木）～19（金） クラブ活性セミナー2024

和 ２０(土）

青少年奉仕月間 10（金）～11（土）

6 １９（日） RLIセミナー卒後コース １８（土）

年 25(土)～29(水) 国際大会(シンガポール)

ロータリー親睦活動月間 １（土） 栗沢RC６０周年記念式典（予定）

2（日）

)

ＲＩ国際大会 １６(日） ２１(金）

インターアクト年次大会

22(土） ローターアクト年次大会

2023-24年度終了

4

RLI DL研修会

第２グループIM（予定）

2024-25年度地区チーム研修セミナー（札幌）

2023-2024年度(松浦年度) カ レ ン ダ ー （予定表）

地 区 　　の 　　行 　　事
グループ内の行事
ＩＭ、クラブ周年行事

1

2

6

3 美唄RC創立50周年記念式典

4

5

RLI卒後コース

2

RLIセミナーパートⅢ

8

9

10

ガ

バ

ナ

公

式

訪

問

２
０
２
２
年

第10・11グループIM（函館）

12

1

7

11

森RC創立60周年記念式典

12

3

2024年３月終了米山奨学生歓送会

第6グループIM（小樽RC）

第10・11グループIM（開催地調整中）

2024-25年度会長エレクト研修セミナー（札幌）

第3グループIM（江別）

第4・5グループ合同IM（札幌）

札幌東RC創立65周年記念式典予定

6
現新地区委員長･ガバナー補佐合同引継ぎ会議(札幌）

5

札幌真駒内RC創立50周年記念式典

新札幌RC創立40周年記念式典

第1グループIM（深川）

2023-24年度第2回ガバナー補佐研修(札幌)

2023-24年度地区チーム研修セミナー (札幌)

学友会総会・財団奨学生壮行会（札幌）

現新地区委員長･ガバナー補佐合同引継ぎ会議（札幌）

第12グループIM（白老）

小樽RC創立90周年記念式典

岩見沢RC創立70周年記念式典予定
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（単位：円） （単位：円）

2022-23年度
　予算

2023-24年度
　予算（案） 2023-24年度摘要 2022-23年度

　予算
2023-24年度
　予算（案） 2023-24年度摘要

前期繰越金 前期繰越金

一般地区資金　上期＠5,400　＠2,700 2023-24年度2500人衛星ｸﾗﾌﾞ20人 特別地区資金　上期＠3,150　＠1,575 @3150×2500人+@1575×20人

    同　　上　　　下期＠5,400　＠2,700 2023-24年度2500人衛星ｸﾗﾌﾞ20人 　 同　  　上　　 下期＠3,150　＠1,575 @3150×2500人+@1575×20人

RI助成金

ガバナー月信購読料

雑収入 （単位：円）

2022-23年度
　予算

2023-24年度
　予算（案） 2023-24年度摘要

負担金

地区大会 @2000×2510人

地区研修・協議会 @1190×2510人

（単位：円）

2022-23年度
　予算

2023-24年度
　予算（案） 2023-24年度摘要 事業費

地区大会 地区インターアクト事業費 @370×2510人

地区表彰費 地区ローターアクト事業費 @539×2510人

ガバナー記念品費 地区青少年交換事業費 @904×2510人

地区社会奉仕事業費 @41×2510人

助成金 地区国際奉仕・VTT事業費 @500×2510人

地区研修・協議会 地区財団奨学生事業費 @174×2510人

会長エレクト研修セミナー(PETS) 地区学友事業費 @39×2510人

地区指導者育成セミナー サブ世話クラブ事業費 @31×2510人

地区チーム研修セミナー 世界平和奨学金事業費 @8×2510人

ライラ（RYLA）事業費 @161×2510人

負担金 地区米山記念奨学・学友研修費 @80×2510人

ガバナー会 @100×2520人+@100×2520人 RLI事業費 @93×2510人

（平和奨学生支援金） @15×2520人 財団セミナー・認証式等事業費 @80×2510人

RIJYEM維持協力金 @100×2520人+@100×2520人 その他の事業費 @40×2510人

RIJYEM年会費 予備費 @50×2510人

日本ロータリー文庫 @100×2520人+@100×2520人

規定審議会代議員費 3年に一度開催

会議費 ポリオプラス事業費

地区ガバナー指名委員会 地区活動対策費

地区ガバナー諮問委員会 地区危機管理基金拠出金

地区ガバナー補佐会議

地区委員長会議

地区研修委員会

立法案検討委員会

地区会員増強委員会 （単位：円）

地区拡大委員会

地区RI国際大会推進委員会

地区危機管理委員会 給与手当

地区ロータリー財団監査委員会 退職給与引当金

地区クラブ奉仕委員会 家賃・光熱費

地区公共イメージ向上委員会 リース料

ICT委員会 ロータリー情報・ICT委員会に統合 事務用品費

ロータリー情報・ICT委員会 ICT委員会と統合 印刷費

地区職業奉仕委員会 登録料など負担金

地区社会奉仕委員会 会議費

地区青少年奉仕委員会 通信費

地区インターアクト委員会 旅費交通費

地区ローターアクト委員会 渉外費

地区ライラ(RYLA)委員会 資料費

地区青少年交換委員会 備品費

地区国際奉仕・VTT委員会 地区要覧費

地区ロータリー財団委員会 ガバナー補佐事務費 ＠100,000×12人

地区財団奨学金・平和フェロー委員会 雑費

地区学友委員会 予備費

地区財団補助金委員会

地区財団資金推進委員会

地区ポリオプラス委員会

地区米山記念奨学・学友委員会

地区財務委員会 （収入）

地区RLI委員会 　会員数は、前期・後期とも2,500人、衛星クラブ会員20人をベースに計上した。

新会員研修小委員会 新設 　地区資金の人頭分担金は一般地区資金を一人年額10,800円、特別地区資金を一人年額6,300円とした。

予備費 　衛星クラブ会員の地区資金の人頭分担金は一般地区資金を一人年額5,400円、特別地区資金を一人年額

　3,150円とした。

旅費 　ガバナー月信は、地区ホームページに掲載し、冊子による発行は行わない。従って月信購読料の徴収も行わない。

ガバナー会

ガバナー・元・次期ガバナー会 （支出）

ロータリー研究会 一般地区資金関係

ガバナーエレクト国際協議会 　ICT委員会がロータリー情報・ICT委員会に統合された。

全国ガバナーエレクト会議 　新会員研修小委員会が新設された。

全国地区連絡会議 　ガバナー事務所費とガバナーエレクト事務所費を分離して予算を編成した。

その他会議 　ガバナー公式訪問費は小樽からの訪問となるため増額した。

ガバナー事務所費 特別地区資金関係

ガバナーエレクト事務所費 　新規に財団セミナー・認証式等事業費を計上した。

ガバナー月信発行費 ＠100,000×１３回 　創設を提案されている地区危機管理基金に、規約に基づいて特別地区資金繰越金から300万円を拠出した。

ガバナー公式訪問費

地区文献資料室費

地区ICT活動費

地区広報活動費

RIJEM賠償責任保険費

総予備費

【特別地区資金】
収入の部

支 出 合 計

科      目

国際ロータリー第2510地区　2023-2024年度　　地　区　予　算

2023-24年度摘要

合       計

備　考　欄

総        計

ガバナー事務所費の内訳明細

科    目 2022-23年度
　予算

2023-24年度
　予算（案）

科     目

Ａの部　小　計

Ｂの部　小　計

支 出 合 計

次期繰越金

【一般地区資金】
収入の部

科      目

収 入 合 計

支出の部

科     目

収 入 合 計

支出の部

次期繰越金

総         計

Ａの部　小　計

Ｂの部　小　計

Ｃの部　小　計

Ｄの部　小　計

Ｅの部　小　計
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地区代表幹事
斎藤　仁

（小樽南RC）

総括
ガバナー諮問委員会、ガバナー指名委員会
危機管理委員会、PG関係
ガバナー補佐研修、地区チーム研修セミナー
現新合同引継会議、PETS
地区戦略計画室、公式訪問
R財団監査委員会

地区副代表幹事

山村　弘一
（小樽南RC）

地区大会
RI 国際大会推進委員会
地区クラブ活性化ワークショップ

地区副代表幹事

石川　稔
（小樽南RC）

総務関係
青少年奉仕委員会
（青少年交換委員会、ローターアクト委員会
インターアクト委員会、RYLA委員会）

地区幹事

村越　仁
（小樽南RC）

米山記念奨学・学友委員会
学友委員会

地区幹事

伊藤　嘉英
（小樽南RC）

職業奉仕委員会

地区幹事

拝田　昇
（小樽南RC）

国際奉仕・VTT委員会

地区幹事

中山　仁史
（小樽南RC）

クラブ奉仕委員会 (R情報・ICT委員会）
文献資料室
ガバナー月信、HP関係
ZOOM関係

地区幹事

半田　善行
（小樽RC）

地区研修・協議会
公共イメージ向上委員会

地区幹事
坂口　友朗

（小樽銭函RC）

社会奉仕委員会

地区幹事
河口　義憲
（札幌西RC）

2022-2023 年度地区代表幹事

地区幹事
藤城　英明
（札幌北RC）

2024-2025 年度地区代表幹事

地区財務委員長

廣部　隆夫
（小樽南RC）

2023-2024 年度地区財務委員長

地区財務委員

鈴木　崇史
（小樽南RC）

地区会計

地区財務委員

川端　忠範
（札幌西RC）

2022-2023 年度地区財務委員長

地区財務委員

栗原　清昭
（札幌北RC）

2024-2025 年度地区財務委員長

ロータリーの友
地区代表委員
斎田　義孝
（小樽南RC）

ロータリーの友委員会

氏　　名 担当委員会・担当部門 氏　　名 担当委員会・担当部門

2023-2024ガバナー事務所スタッフ・担当

よしひで

よしゆき

ともあき

2023 ～ 2024 年度　国際ロータリー第 2510 地区

地区大会地区大会
ホストクラブ：小樽南ロータリークラブ
CO ホストクラブ：小樽ロータリークラブ、銭函ロータリークラブ

2023 ～ 2024 年度　国際ロータリー第 2510 地区

地区大会事務局
〒０４７－０００４
小樽市新富町１３－１３　株式会社 K２内
ＴＥＬ　０９０－５２２５－ １８２３（斎藤  仁　地区代表幹事）
ＦＡＸ　０１３４－６４－５３８８
M A I L 　 otaru.s.rc2023@gmail.com

記念ゴルフ大会
小樽カントリー倶楽部　TEL.0134-62-5051

スタート　8：00
登録料　　6,000 円

13：00　会長・幹事会
14：30　地区指導者育成セミナー
17：30　ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

9：00　本会議
10：00　スパウス
　　　　 記念講演会
15：30　地区大会記念懇親会
　　　　（グランドパーク小樽）

登録料

2023

14
SAT

10 １日目
グランドパークホテル
小樽市築港 11-3　TEL.0134-21-3111

2023

15
SUN

10 ２日目
小樽市民会館
小樽市花園 5-3-1　TEL.0134-25-8800

2023

13
FRY

10
◇会員　　　　　　　　　　18,000 円
◇ご家族　　　　　　　　　10,000 円
◇インナーホイール　　　　12,000 円
◇ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会
　　　　　　　　　　　　　15,000 円

会　場
案内図

地域に希望を育てよう！

ＪＲ小樽築港駅

国道 5 号線

済生会小樽病院

小樽港縦貫線

イオン小樽店 ウイングベイ小樽

小樽港マリーナ

マ
リ
ン
ロ
ー
ド

築港臨海公園グランドパーク小樽

札幌自動車道
銭函 IC

クラブハウス
クラブハウス

手稲北
小学校

銭函
中央公園

星置
中学校

ほしみ駅
星置駅

札幌運転
免許試験場

稲穂駅
国道 5 号線

道道 337 号線

石狩湾
新コース

旧コース

総合体育館

生協

小樽図書館

小樽市役所

花園公園通バス停 小樽駅前バス停

ＪＲ小樽駅

小樽警察署

高尾ビル

小樽市総合
福祉センター

小樽市民会館

小樽公会堂

小樽カントリー倶楽部 グランドパーク小樽 小樽市民会館



GOVERNOR’S Monthly LetterGOVERNOR’S Monthly Letter

2221

地区代表幹事
斎藤　仁

（小樽南RC）

総括
ガバナー諮問委員会、ガバナー指名委員会
危機管理委員会、PG関係
ガバナー補佐研修、地区チーム研修セミナー
現新合同引継会議、PETS
地区戦略計画室、公式訪問
R財団監査委員会

地区副代表幹事

山村　弘一
（小樽南RC）

地区大会
RI 国際大会推進委員会
地区クラブ活性化ワークショップ

地区副代表幹事

石川　稔
（小樽南RC）

総務関係
青少年奉仕委員会
（青少年交換委員会、ローターアクト委員会
インターアクト委員会、RYLA委員会）

地区幹事

村越　仁
（小樽南RC）

米山記念奨学・学友委員会
学友委員会

地区幹事

伊藤　嘉英
（小樽南RC）

職業奉仕委員会

地区幹事

拝田　昇
（小樽南RC）

国際奉仕・VTT委員会

地区幹事

中山　仁史
（小樽南RC）

クラブ奉仕委員会 (R情報・ICT委員会）
文献資料室
ガバナー月信、HP関係
ZOOM関係

地区幹事

半田　善行
（小樽RC）

地区研修・協議会
公共イメージ向上委員会

地区幹事
坂口　友朗

（小樽銭函RC）

社会奉仕委員会

地区幹事
河口　義憲
（札幌西RC）

2022-2023 年度地区代表幹事

地区幹事
藤城　英明
（札幌北RC）

2024-2025 年度地区代表幹事

地区財務委員長

廣部　隆夫
（小樽南RC）

2023-2024 年度地区財務委員長

地区財務委員

鈴木　崇史
（小樽南RC）

地区会計

地区財務委員

川端　忠範
（札幌西RC）

2022-2023 年度地区財務委員長

地区財務委員

栗原　清昭
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ロータリーの友
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ともあき
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2023
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FRY

10
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　　　　　　　　　　　　　15,000 円

会　場
案内図
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10 1010

地域に希望を育てよう！

ＪＲ小樽築港駅

国道 5 号線

済生会小樽病院

小樽港縦貫線

イオン小樽店 ウイングベイ小樽

小樽港マリーナ

マ
リ
ン
ロ
ー
ド

築港臨海公園グランドパーク小樽

札幌自動車道
銭函 IC

クラブハウス
クラブハウス

手稲北
小学校

銭函
中央公園

星置
中学校

ほしみ駅
星置駅

札幌運転
免許試験場

稲穂駅
国道 5 号線

道道 337 号線

石狩湾
新コース

旧コース

総合体育館

生協

小樽図書館

小樽市役所

花園公園通バス停 小樽駅前バス停

ＪＲ小樽駅

小樽警察署

高尾ビル

小樽市総合
福祉センター

小樽市民会館

小樽公会堂

小樽カントリー倶楽部 グランドパーク小樽 小樽市民会館
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表紙の解説

小樽港とクィーン・エリザベス号
　小樽市は全国でも有数の観光地として、世界中から観光客が訪れており、小樽港には各国
の豪華客船が数多く寄港していました。
　2019年以降、新型コロナウィルス感染症の影響でクルーズ船の寄港が途絶えていた小樽
港も、2022年に日本船の寄港が再開しました。2022年 11月には国際クルーズの受入再開
を公表、2023年 3月から外国船の国内運航が再開されています。2023年 5月にはバミュー
ダ船籍のクイーン・エリザベス号が寄港するなど、小樽港はコロナ前の活気を取り戻しつつ
あります。

写真：© 中山  仁史 /K２.

ガバナー事務局だより

編集後記

地区ロータリアンの皆さま、いよいよ 2023-2024 年松浦光紀ガバナー年度が始まりました。

小樽南RCとしては 1989-1990 年籾谷真一ガバナー以来 33年ぶり 2人目のガバナー輩出とな

ります。

　ガバナー事務所スタッフは、小樽南RCより 8名、親クラブの小樽RC、子クラブの小樽銭函

RC、札幌西RC、札幌北RCから各 1名の総勢 12名の地区幹事。小樽南RCより 2名、札幌西

RC、札幌北RCより各 1名総勢 4名の財務委員。籾谷年度の地区代表幹事斎田義孝さんをロー

タリーの友地区代表委員に配し、総勢 17名という大所帯で松浦年度の舵取りを行います。

　小樽が生んだプロレタリア作家小林多喜二は、我が街小樽を「北海道の心臓」と称しました。

北海道開拓の玄関口小樽に上陸した私たちの祖先が、「希望」に胸を膨らませまるで血液の如く

道内各地に散らばりました。その「北海道の心臓」小樽から松浦丸の船出です。

　1年後、無事帰港できるようガバナー事務所スタッフ一同オールを漕ぎ続けますので、ご指導、

ご鞭撻、そしてなにより応援よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区代表幹事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤　仁

　私は、この度ガバナー月信の編集を担当することとなりました。小樽南ロータリークラブの中山

です。この貴重な機会を頂き、心より感謝申し上げます。

　まずは、編集担当委員と力を合わせて、皆様に価値ある情報と魅力的なコンテンツを提供するた

めに精一杯努めてまいります。私たちは、ロータリークラブの理念と活動を広め、クラブメンバー

と地域社会の架け橋となる役割を果たすため、情報を的確かつ鮮度高くお届けすることに注力いた

します。

また、私自身もロータリークラブについて学び、成長する機会と捉えております。会員の皆様から

の貴重なご意見やエピソードを通じて、ロータリークラブの活動や価値についてより深く理解し、

広めることを目指します。そのために、各メンバーと協力し合い、より良いガバナー月信を作り上

げるための努力を惜しまない覚悟で臨んでまいります。私たちの活動を支えてくださるすべての方

々に心から感謝申し上げます。

皆様のご支援に感謝しつつ、今後もより良いガバナー月信をお届けできるよう努力いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023-2024 年度　ガバナー月信委員会　委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山　仁史
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